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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（武田 正光議員）   

 おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、皆さん方にお願いを申し上げておきます。 

 発言者、特に執行部の答弁をされる場合は、恐れ入りますけれども、コロナも気

になりますが、マスクを外して答弁をお願いしたい。声が籠もってどうも聞きづら

いということがありますので、よろしくお願いしておきます。 

 それと、昨日の大澤議員の一般質問の中で、質問事項の農地整備行政についての

中で面積の単位に誤りがあったということで訂正の申出がありますので、これを許

可します。 

○農業委員会事務局長（伊地知 隆治君）   

 昨日の大澤議員の質問の中で、農地中間管理事業の松原地区の計画面積で私のほ

うが１００aと答弁いたしました。１００ha、１００町歩の間違いでしたので、訂

正のほうをお願いいたしたいと思います。どうも申し訳ありませんでした。 

○議長（武田 正光議員）   

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 一般質問 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 議席番号８番、秋田浩平君の一般質問を許します。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 町民の皆様、おはようございます。 

 立て続けに台風９号、１０号、来ましたが、思ったよりは被害が少なく、安堵し

ているところであります。 

 それでは、先般通告いたしました３項目３点について質問させていただきます。 

 １項目め、建設行政について、（１）住宅問題について。 

 ２項目め、福祉行政について、（１）高齢者の見守り等について。 

 ３、環境衛生について、（１）ごみ処理問題について。 

 当局の明快な回答をよろしくお願いいたしまして、１回目の質問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの秋田議員の質問に対して答弁を求めます。森田町長。 
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○町長（森田 弘光君）   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、秋田議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目、建設行政について、その（１）住宅問題についてということでございま

す。お答えいたします。 

 町営住宅につきましては、長寿命化計画を策定し、建築年度の古い住宅から建て

替えを進めてきているところでございます。 

 また、使用可能な住宅につきましては、維持補修等を行いながらその管理に努め

ているところでございます。 

 しかしながら、耐用年数を経過した住宅が依然としてまだ多いこと、それにあわ

せまして、入居待機者が４０人前後の方がいらっしゃるということなど、課題も多

いところでございます。 

 今後、さらに計画的に建て替えや新規建設等を進めていきたいと考えております。 

 ２点目、福祉行政について、その（１）高齢者の見守り等についてということで

ございます。お答えいたします。 

 高齢者の皆さん方の見守り等につきましては、高齢者等見守りに関する協定を締

結した事業所、そしてまた、配食サービスからの情報、在宅福祉アドバイザー事業

等をお願いしている社会福祉協議会や民生委員の皆さん等のご協力を得ながら、連

携を取りながら情報収集を行い、必要なサービスにつなげているところでございま

す。 

 今後も、きめ細かな見守り体制を構築し、高齢者の皆さんの安心・安全な生活を

サポートしてまいりたいと考えております。 

 ３点目、環境衛生について、その（１）ごみ処理問題についてということでござ

います。お答えいたします。 

 ごみ処理問題につきましては、可燃ごみや不燃ごみへの資源ごみの混入が目立つ

など、ごみの分別排出が徹底されていない等の課題がなお現在ございます。 

 徳之島愛ランドクリーンセンター施設整備基本構想におきましては、ごみ処理量

の削減目標案として、ごみの減量化、紙類の再資源化、プラスチック類の再資源化、

生ごみの再資源化を掲げ、取り組むこととしております。 

 これまでの分別に加えて、紙製容器包装、プラスチック製容器包装、布類等の再

資源化に取り組むとともに、分別の種類、方法を町民の皆様方にしっかりと周知を

行い、ごみの分別排出に努めていきたいと考えております。 

 以上、秋田議員のご質問にお答えいたしました。 

○８番（秋田 浩平議員）   



－83－   

 今、１回目の答弁をもらいまして、これからは私なりに疑問に思うことを質問さ

せてもらいたいと思います。 

 まず、町で管理している居住可能な住宅数、今現在何棟ぐらいありますか。三百

二、三十じゃないかなと思うんですけど。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 公営住宅、単独住宅、借り上げ住宅等を含めまして３４３戸ございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 そこで一番あれになるのは、先ほど町長の答弁にもありましたが、住宅の耐用年

数は、耐火構造、準耐火構造、木造、もろもろあると思うんですが、耐用年数とい

う決まりがあると思うんですけど、これはどのような形、何年という形でうたわれ

ておりますでしょうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 議員がおっしゃるとおり、種類としましては、平屋、簡易平屋、簡平といいます。

それと低層耐火造、低耐と申します。それと木造があります。簡易平屋、簡平につ

いては耐用年数は３０年、低層耐火造につきましては７０年、低層耐火というのは

２階以上のＲＣ造ということであります。木造についても耐用年数は３０年という

ことでございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 それで、私、２４年の作成されました長寿命化計画、２９年に計画されました長

寿命化計画、先ほど町長のほうからも出ていますが、これを見ていた中で、もう耐

用年数が来ている住宅、中でも私が一番気になるのが戸ノ木住宅。２４年の２月の

発行されている長寿命化計画の中で、戸ノ木住宅５４戸は維持管理による次期建て

替えを目指して計画すると。それで、理由のところに、「敷地の海抜が低く、津波

など、防災上の観点から問題があるため、非現地建て替え。今計画期間内で適切な

移転候補地を選択」というような理由づけをされていました。それから、兼久も同

じように維持管理というのはありましたが、兼久は次期計画によってというだけの

理由づけでした。この２つの住宅、戸ノ木だけと限定してもいいと思います。昭和

５１年、第１棟から造り始めて５６年か７年でなっていると思いますが、その後に

兼久住宅は始まっていますので、戸ノ木住宅、これは耐用年数的にはどういうふう

な捉え方をしていますか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 
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 議員のおっしゃる戸ノ木住宅、昭和５１年から昭和５５年、経過年数が４２年か

ら３８年ということであります。戸ノ木住宅につきましては、先ほど申し上げまし

たが簡平住宅と、簡易平屋住宅ということで、耐用年数は３０年ということで、明

らかに８年から１２年経過をしているという現状であります。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 それで、そこにその後すぐ兼久が始まっていますので、５５年、５６年から５７、

８年かけて造っています。これも同じ建物造りですので、もう耐用年数が多分この

２つの住宅はもう完全に過ぎていると。だけど、維持管理をしながら次の建て替え

候補地を探すと。完全にこの住宅、長寿命化計画の中には入っています。でも、

２４年、これが防災面からと言われているんです。でも、その間、この動きが見え

ない。本当にどうするのか。いや、住宅を造っていないということではありません。

だけれども、ここ２つを合わせただけで９０戸。今、もうすぐ、耐用年数の違いで

塩満団地はちょっと耐用年数が違いますけれども、そこを含めるとあそこは３６戸、

１２６戸、塩満を除いても９０戸の住宅が耐用年数を過ぎて維持管理をしている段

階で、建て替えの計画も見えなければ、その候補地を探すとかという事務にも入っ

ているように私には見えません。ここのところ、課長として何かしらの動きを今ま

でやった経緯があればお願いしたいと思います。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 議員のご指摘のとおりでありますが、大きな団地でありまして、なかなかそれに

見合った候補地が探せないというのが現状であります。おっしゃるように、兼久住

宅、戸ノ木住宅に対しましては簡平でありますので耐用年数が３０年ということで、

塩満に関しましては耐用年数が７０年ということになっております。正直申し上げ

て、今の対応は、防災上、戸ノ木住宅、低い位置にあるということは数年前の議会

の中でも言われておりまして、何らかのやり方はないのかということは質問されて

おります。これからここら辺の住宅、古いし耐用年数も過ぎているという中で、何

らかの動きをしないといけないのは重々承知しておりますが、中に住んでいる方々

をどうするかというのが重要な問題かというふうに思っております。平土野原住宅

に際しても、なかなか移転が進まなかったという問題もありました。そこら辺、居

住している方々が大変多数でありますので、そこら辺の問題を考えながら、代替地

があればそこに造って移動していただけるものだというふうにも考えます。その中

で問題になってくるのが、今の家賃ともし建て替えた場合の家賃、そこら辺の兼ね

合いも出てくるかなと思っております。申し訳ありません、今のところ、現状打開

策というのは考えておりませんが、今はそのような現状であります。 
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○８番（秋田 浩平議員）   

 今、課長から聞いた理由、これは私も重々分かっているつもりです。ですが、や

っぱり２４年にこれを造った段階からしてもう年数がたっています。ちまたで南海

トラフ地震来るとも言われています。ですから、せっかくつくった長寿命化計画に

そういうふうな指摘をしていながら今まで動いてこなかったというのは、私は何か

しら考える必要があったのかなと、これを本当に。今度の２９年にもほぼ同じよう

なことが書いてあります。課長、でも、ここで課長に言っておきますけど、これ、

虫眼鏡をつけたって見えないです、本当に。昨日、電気つきの虫眼鏡でこうやって

見たけれども、文字読めないぐらいの印刷でやっています。見てほしくないと思う

意図があってやっているのかなというぐらい思いました。もうちょっとこういうの

も見る人のことも少しは考えてこういうのを作成したらいいと思いますけどね。課

長のところの段階で、今、答えは出そうにもありません。でも、これを町長として

は今現在どのような捉え方で、これから少しでもいいからこういうふうに動かして

みたいというようなあれがあればお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 住宅政策についてでございます。今、特に話題、今、議題となっております兼久

団地については耐用年数も来ているそういった中でですけれども、まだまだ使用可

能ではないかという認識をしておりまして、私のほうからは、今、いわゆる水回り

といいますか、そういった環境の中で町村型の合併処理浄化槽ということを活用し

て兼久団地をまた延命できないかという思いで、今、建設課のほうとは指示をして

相談をさせていただいております。また、一挙に解決するのも大変だと思っていま

す。 

 あと、もう一つ、戸ノ木団地については、一つは地域コミュニティーの問題がこ

この議会でも議論になったんです。岡前集落としてなかなかそこに地域住民として

の意識が少ないということで、さあ、それをどうしましょうかということが出たか

と思っております。その際に、いわば当然あそこは地形的にも防災上はなかなか向

こうで建て替えというのは難しいと私は認識しているんですが、それを団地的に、

集団的にある特定のところにまとまった団地としてやっていくのか、または、それ

ぞれ地域に分散したほうがいいのではないかという、そういった議論もこの本会議

の中ではあったのかなという私は認識をしております。そこら辺を含めて、まず、

兼久はまだ戸ノ木より新しいので、いろんな先ほど話した維持管理、維持補修をし

ながら使っていきたい。そして、そこには町村型の合併処理というものが導入でき

て、少し生活的には近代的なそういったことができないかということ、戸ノ木につ

いては団地型がいいのか、分散型がいいのかを含めてまたしっかりと住宅政策の中
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では考えていければというふうに考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 後でお願いも、再度お願いしようと思っていた兼久団地、耐用年数は確かに過ぎ

ていますが、今現状、少し手直しをすればまだ使用可能な住宅だというように私も

思っております。ですから、私、前々から言っているように、あそこに言う浄化槽

系、水回り系をちょっと手直ししてあげればまだ十分可能なのかなと。耐震構造ま

で持っていくと、１戸当たりの改修、改善のお金が跳ね上がってくると。普通に今

現在改修工事で１棟当たりどのぐらいの単価ですか。１００万ぐらいのものですか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 私は２９年からのものを持っておりますが、この中で個別改善計画、塩満団地に

関しましてでございますけれども、この中では、一応、計画で上げられている金額

が、個別改善につきましては、長寿命化の対策として外壁であったり、屋上防水で

あったり、そういうのが１８５万円程度、トイレ水洗化に当たりましては１戸

１００万円程度と、約３００万円ぐらいの試算が出ているところであります。ここ

までかかるかどうかは現状等見ないと分かりませんが、一応、計画としてはこうい

う整備の試算が出ているというところでございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 建物全体、１棟４戸入っている中での屋根の防水とか、１戸で計算するのと、

１棟４戸、あそこは入っていますよね、兼久の住宅と限定した場合には。そうした

ら、やっぱりちょっと計算が変わってくるのかなと。水回りは１００万ぐらいじゃ

ないかなというのは私もおおよそ検討はつけてはいたんですが、この中でも少しち

らっと見ていますけれども、だから、一気にじゃなくて、そういうふうな計画、町

長もおっしゃいましたが、住環境を整えてあげる。せっかく使えるところ。自分の

家でもそうだと思います。ちょっと古くなってきたら手を入れてという形になろう

かと思いますので、少しでも今現存する住宅、これより使用可能、少しの手を入れ

れば使用可能な住宅、こういうところはすぐ建て替えの方向でもなく、こういうふ

うな形の改修をし、浄化槽系、この系が一番問題でありますけど、こういうところ

を手直ししてあげて住民が住める住宅の確保というのを、建て替えて造るのが一番

いいと思います。そうじゃなくてその間に、更地にするのにしても、その人たちを

移動したり何やかんやでかかっているわけですので、そういうのを考えた場合には

こういう手を計画、試しに計画を立ててみるというのも一つの手じゃないかなと私

なりに思っていますので、そこまであれだったんですが、兼久住宅の件が出ました

ので、私、自分の思いを言っておりますが、あそこは３６戸、戸ノ木住宅に次ぐ団
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地形成。下のほうにスペース的なものも多少ある。地形的にもやりやすい地形じゃ

ないかなと私なりに思っているものですからこういうふうな形になるんですけれど

も、住宅改修はこれからもずっと町として抱えている一つの大きな問題として捉え

ていかなきゃいけないと思いますので。それと、これは要望という形にしかなりま

せんので、一つ、町長を含め、建設課の職員もそういうふうなものを念頭に置きな

がら試しに計画を立ててみるというのも一つの手じゃないかなと思いますので、そ

の点はよろしくお願いしたいと思います。 

 それで、今、課長に伺いますが、用途廃止、これは計画どおり今進んでいますか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 用途廃止といいますと、取壊しでございますかね。その対象とした住居等に現在

も居住している方もおられまして、そこら辺の対策は必要になってくるんですが、

今回も高齢者対象の住宅を２戸ほど建築します。その中に、そこら辺の対象地域で

ある住居にお住まいの方を、高齢者ですけれども、６０歳以上を高齢者と呼んでお

りますが、そういう方で移動される方が、対象が、相談ができれば移動していただ

いて取壊しにかかると。同じ棟の中で五、六戸残っているんですが、住んでいる方

は実際に３名ぐらいなんですけれども、棟が一緒なものですからなかなか取壊しに

かかれないというものもございまして、そこら辺はご相談しながら進めていきたい

というふうに思っております。今、対象で取壊しが近い将来できるのかなという思

いがあるのは、名須Ｃの上のほうで今半分ぐらいを取壊ししていますが、住宅用地

の確保に向けてそこら辺は現居住の方とぜひ相談をして早めにできるように進めて

いこうと考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 普通に建設課へ行って話をすると、やっぱり居住者の問題。もうその人たちが出

ていかないとそこを更地にできない。その人たちの行く場所がない。もうこれも毎

回同じことの繰り返しという感じになっています。今、現実に名須Ｃと言いました

けれども、真瀬名でも同じ現象です。たしか今残っている人で七、八人いると思い

ます。世帯がいると思います。あそこも本来ならば建て替えて、建て替えの対象に

して今取り壊してもいい住宅じゃないかなと思っています。だから、今、ここが皆

さん何かいいヒントがあれば、この人たちを移ってもらって、そこを更地にしてま

た新たな建物ができれば一番いいんですけど、ここが一番の悩みの種で、もうどう

という答えがすぐ出せないのがこの問題というように私は受け取っております。 

 それで、今、現在、先ほど答弁の中にも少しありましたが、現在の住居申込み

４１件、たしかなっていると思いますが、これが私ちょっとミスをしまして、この
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中で子育てとか高齢とか、町内、町外、島外というのは出したんですけど、子育て

世帯がこの中に何人ぐらいいるのかなと。そこまでちょっと調べていなかったもの

で、これが課長のほうですぐ分かればお願いします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 議員の資料には載っていないかもしれません。一応、私の資料の中で、子育て世

帯、４１世帯中１９世帯ございます。町内が３１世帯中１２世帯、町外からの申込

待機者が１０世帯中７世帯というふうになっております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 やっぱりこう見ると子育て世帯が多い、新しく入居申込みをする方は。だから、

定住促進につながる申込みの方々を見ると、この方々は本当に天城町の定住促進に

沿っている方々の入居申込み。だから、こういう方を今度は入れるためにはどうす

るのか。今現在、元年度くらいでいいんですけど、ここにもらった活用プログラム、

これに基づいての去年まで建て替えをしたところ、今現在工事中、これからの計画、

これがすぐ出ますでしょうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 活用プログラムについてであります。３１年度までの計画については実施済みで

ありまして、この数でいいと思っております。令和２年度につきましては、議場で

議論しておりますが、西阿木名地区に４戸、町単独住宅、高齢者住宅と呼んでおり

ますけれども、２戸を名須Ａ団地の空き地のほうにということで本年度は実施中で

あります。将来について、建て替えが令和３年度から令和４年度にかけて大和川住

宅４戸、４戸となっております。令和５年度について、名須Ａに４戸となっており

ます。令和６年度、７年度にかけて名須Ｃのほうに４戸、４戸と。令和６年度に新

規建設が６戸と。個別改善については、令和３年度から令和６年度まで塩満団地が

８戸ずつの３２戸ということで計画は出ておりますが、毎回毎回申し上げているよ

うに、このプログラムのほうは変更しながら順次計画を実施しているところであり

ます。 

 また、このプログラムを含む長寿命化計画については、令和３年度に見直しをす

る予定であります。今、議員のおっしゃるように、待機世帯が４０世帯ぐらいある

中、また、時代の状況にも見合わない住宅、いわば水洗化されていない住宅等がご

ざいますので、そこら辺を町の実情を踏まえた計画にできないか。来年度はそこら

辺のプログラムについても、また、長寿命化計画についてもそこら辺を踏み込んで

ある程度計画できないか検討していきたいというふうに考えております。 

 今までのやつで町が十分にこれ、戸数的には実現はできているんですが、要望と

いうか、待機世帯の解消には至っていないということでございますので、そこら辺
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は先ほどの戸ノ木辺りの住宅をどうするのかとか、そこら辺を踏まえた形で修正が

できればなというふうに考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 今現在、こういうふうにして住宅が更地になってこういうふうに造っている。ま

た、新規に計画でボーリングは終わって西阿木名もそろそろ着工に入ると思うんで

すが、そういうふうにして進んでいるというのは確かに見受けられます。 

 そこでなんですが、先ほど、随時変更等を加えながらという文言が出ましたが、

昨日も少し町長のほうから当部地区に住宅をという話が出ました。確かに私見てい

る中で、令和２年度には、来年、当部に住宅をという計画で今載っております。

２戸。当部という集落は今まで住宅は造った経緯がないと、私の中では、当部分校

を廃校されて以来、住宅らしき住宅はあそこにはないというような認識です。です

ので、当部集落の限界集落になりつつある当部集落の中に住宅を造って、若い若者

というか、人口減少を止めるための住宅は確かに必要だと思います。ですが、その

前の年、令和元年度を見てみましたら、そこに三京というのがあったんです。これ

が元年度と令和２年度では変更になっているんです。その後、令和２年度の中に三

京というのが今後５年、６年間の間にこの文言は出てこないんです。だから、元年

度で載せていたのが消えて当部ができた。でも、その何年か後には三京はやっぱり

考えるべきじゃないのかなと、すぐそう思いました、これを見て。 

 そこで、教育委員会にちょっと聞いてみたいんですが、教育委員会のほうで三京

分校、今、山海留学で子供さんを呼んでいます。また、その保護者も来ています。

今現状、三京分校に通学している子供の中に三京で住んでいなくて当部に住んでい

る方がいると思うんですが、これは事実でしょうか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 現在、三京分校児童３名、当部集落と西阿木名から通学しております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 だから、今現状、三京集落に住んでいないということなんです。その保護者が毎

朝毎晩、夕方、送り迎えをして、三京分校に、で、就学、勉強していると。そうい

ったときに、教育委員会側は、町当局、建設課等々、こういう住宅建設、こういう

のは考えられないかということで話合い等を持たれたことはないですか。教育長で

も結構です。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えをいたします。 

 現在、教員住宅が１棟あります。そこに教頭が入る予定でしたけれども、一般の
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人が入っていまして、その方が山海留学で帰られたことになります。そして、今、

１棟空いていますので、そこは何とか利用していきたいと。また、今後、山海留学

制度等を通しながら住宅が必要になってくるんじゃないかなと思っておりますので、

町当局とは住宅についてはまだ話はしていないところです。 

 ただ、話をしているのは、西阿木名地区にないので、教員住宅を建設していきた

いということで今話を進めているところです。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 今のは、教員住宅は西阿木名に造りたいと。ただ、教員住宅は、今の瀬滝の住宅

があれ半分は西阿木名の割当ての住宅というふうにそのとき認識しています。です

ので、もし教員住宅を西阿木名に造りたければ、教育委員会もこの住宅問題に対し

ての教員住宅の計画を出して、本当に今、結構な期間、何も造らないであります。

だから、これをそろそろ動かして、教育委員会は町の住宅とは補助の出元が違いま

すので、やっぱりそういうのはそういうので教育委員会でやってもらいたい。ただ、

私が今聞いているのは、教育委員会で山海留学で子供さんを呼ぶといったときに、

現実に三京にお家がない。ここの解消を教育委員会としてはどういうふうに考えて

いるのか。そこが聞きたいんです。いま一度お願いします。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 今、ご質問のとおり、教育委員会としましても、町当局にお願いしながら、何ら

かの形で三京のほうにできないかということは考えております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ですので、私はこのプログラムを見て初めて「あれ」と思ったものですから。三

京が消えて当部が出た。私、当部に造るのは本当にいいことだと思います。でも、

あと５年以内ぐらいの計画の中にせめて前倒しの中にやっぱり三京も入ってしかる

べきなのかなという気持ちがあります。今のままでいくと、山海留学、本当に住む

ところがなくて行き詰まってくるんじゃないかなと私は思っています。もう親が朝

晩送り迎え、物すごい負担です。普通なら歩いて行ける距離に家があれば親の負担

は軽減されます。そういうのももろもろやっぱりこれから含んでくるんじゃないで

しょうか。だから、三京ももう何十年前に造って、教員住宅と一般住宅が３棟、

４棟、１棟２戸の２棟４戸かな、三京もあるだけです。ですので、同じ計画をつく

っていくには、当部とか三京とかのこういう本当に小っちゃい集落を考えたときに

は地域の活性化。本当に今このままいくとと思われるところにいかに若者を呼んで

住んでもらおうとか、そういう考えの発想の下にはやっぱり住宅だと思いますので、

ぜひ今度の３３年、来年また見直しするみたいですので、せめて事業計画の５か年、
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前期５か年分の中ぐらいには三京も組み込んでいけるような形で計画を立ててもら

いたいと思いますが、これはもし、いや、可能か可能でないかというのはあれなん

ですけど、課長のほうとしては、考えとしては受けられるのかどうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 先ほど三京の件もございました。うちには空き家再生事業というのがございまし

て、去年あたり、三京地区の区長さんから相談がありまして、３軒ほど当たりまし

た。県の指導とされているのが、空き家再生事業については新耐震年度、昭和

５６年度以降のものを対象としてくださいと。基礎もないような家を対象としてや

らないでくださいというようなことなんですが、それで３戸ほど当たったんですが、

３戸とも該当しなかったものですから、事業を見送りしたという形であります。 

 また、議員のおっしゃっている三京地区の住宅の件ですが、おっしゃるとおり、

今回抜けているというような状況であります。そこら辺を含めて、来年度の長寿命

化の見直しの際には、ぜひ必要なのは、もう住宅数が多くなっても載せておくと。

その中で順次土地等が確保できれば、前後しながらでも進めていけるものと私は思

っていますので、載せるのはもう載せられると。載っていたわけですので載せられ

るというふうに思っております。そこら辺はまた計画を新たにするときに、町の需

要等を踏まえて、そこら辺も見ながら計画をしていきたいというふうに考えており

ます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ぜひそういうふうにして、この寿命化計画、すぐ目先のプログラム、この中に明

記をしないことには異動・退職、異動等でその人がいなくなった後につながってい

ないときが結構多々あるものですから、だから、こういうのに必ず載せて、これで

も保存しますよね。今年度、来年度と毎年、プログラムを組んで計画をしたときに

は。だから、これはこれで５年ごとに残りますよね。そういうような形でしていく

というような形で今課長に聞いたわけです。ですので、今、課長のほうから空き家

再生の話も出ました。三京が３軒駄目だったというのも聞いた経緯があります。ま

ず、住宅は町が造るものですけれども、空き家再生、これで再利用できる家を、た

しか前は企画財政のほうから、これが建設課のほうに話が来て、建設課のほうで施

工するというように聞いていますが、これは、企画財政課長、今現在、空き家再生、

これに係る分のそういうような軒数は出ていますか。これは建設課が探すんじゃな

かったと思います。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 
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 今、こちらのほうでは空き家調査等を行いながら空き家バンク等に登録している

ところです。その中で建設課と協議しながら空き家再生事業、活用タイプ、そうい

ったものに乗っかるものを選択していくということかと思いますが、今現在、その

ような物件は今現在ありません。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 空き家バンクにして貸すのとこの再生に組み込むのと２つに分かれているという

ように私は認識していますが、住宅を町がどんどん造っていくというのは理想的な

んですが、その中でこういうふうな再生事業、これを組み込んで年間去年は１戸。

今年はまだない。そうじゃなくて、年に１戸、２戸はこういうのも広く募集をして

組み込んでいくような形を今からも考えて継続しないと私はいかなきゃいけないん

じゃないかなと思いますので、これはこういうようにしてもらいたいと思います。 

 また、多分、町長のほうにもこのプログラムの活用、概算事業費用を出したりし

ますので、このプログラムがこういうように来ていますので、修正はします。修正

はしますけど、その地区のもろもろの面から考えたときの住宅要望というのがある

と思いますので、今さっき言った当部、三京、この順番が入れ替わったというぐら

いの感覚であればまだなんですけど、完全にプログラムから消えたと、こういうふ

うになれば私たちはどう取ればいいのかなという感じになりますので、この件につ

いて町長の見解はありますか。 

○町長（森田 弘光君）   

 話は先に元に戻させて、子育て世代の方々のお話がありました。実は私、今年、

お互いが議論しているのはいかにして定住人口を確保していくか、増やしていくか

ということがまずこれまでの議論の中で一番やっぱりベースはみんなそこに集約さ

れているかと思っていますが、特に今年は国勢調査の年であるということで、特に

町外の子育ての方を、こんなことを僕から言ってもいいのかよく、イレギュラーと

いうか、超法規的な措置でもいいから、そこら辺の方々を優先してまず待機してい

る方々の中では入れてほしいということはお願いしてきました。少しずつそういっ

た傾向が見えるかなということでちょっとうれしく、今度の国勢調査等に対しまし

てちょっとうれしく思っているところでもあります。 

 それはそれで、私はこれまで均衡ある町土の形成、発展ということをお話をして

きました。そういう中で、大きい集落、小さい集落構わず、そこで生まれて、そし

て育て、そしてこれからそこで生活していきたいという方々、そしてまた、緑豊か

な地域にＩターンで来て生活したいという方々もたくさん、今現在、当部の方々は

皆さんそういう方々ばっかりですので、そういった方々もいらっしゃるかと思って

います。 
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 そういう中で、私の中で、去年も集落、む～るし語ろう会等がいて、今、教育長

からもお話があったんですけど、当部からそういったお話がここ１年ぐらい、僕の

２年の中で聞こえてこなかったというのがありまして、多分、もう１回、今、教育

委員会のお話、または建設課ともしながら、そういう活用プログラム、そしてロー

リングというものについては、当然、あそこに西阿木名のような大きな住宅という

ことではないかと私は認識しています。これは町の単独の住宅だと思っていますの

で、そこら辺については活用プログラムの中に入れて柔軟に対応していくというこ

と、そしてまた、三京の皆さん方といろんな形で話をして、学校の問題とか、また、

三京出身の若い人たちがどうするかということなども議論しながらやるということ

については、私は全然やぶさかではありませんので、そういったことについては私

は積極的に対応していきたいというふうに思います。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ぜひそういうふうにしていってもらいたいと思います。 

 ちなみに、今年８月３１日までに生まれた赤ちゃん１５人、９月現在で母子手帳

をもらった方２２名、そのうち、二、三人、来年の４月以降らしいです、出産予定

日が。ということは、今年３５ないし６か４か。今現在でこれだけの出生率。もう

母子手帳をもらっていますから分かりますからね。それで、こういうふうな現状を

踏まえた場合に住宅問題は喫緊の問題だと。ですので、造るだけじゃなく、再生も

利用し、とにかく人口を増やす、流出させないというのを目指すためにこの問題は

一番大事じゃなかと思って今回質問いたしました。 

 では、建設問題は終わりまして、次に、福祉問題、高齢者の見守り。この質問を

つくるのに、私、どのように質問を入れたらいいのかなというふうに考えたのです

が、見守りの中には、町民同士による見守りと行政による見守りという考え方が二

面あるのかなという感じで、まず最初に、町民による見守りという観点から最初の

質問に入っていきたいと思います。 

 現在の見守りはどのような形で高齢者、前期高齢６５歳から１０６歳かな、高齢

が今は２千１０１人います。５千８００人の中の２千１００人います。その中で町

が町民のボランティア等を含めた見守りはどのような形で行われていますか。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 今、秋田議員がおっしゃるとおり、２千１００名の皆さんが６５歳以上という状

況にあります。その中で、介護認定をもらっている方が３６６名、あと災害時要配

慮者、これが七十数名いらっしゃいます。あと、また、介護をもらっている方とか

ぶる部分もあるんですけれども、こちらのほうで把握している注意・フォローが必
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要だなという世帯が５０世帯ほどございます。 

 これらの皆さんのフォロー体制ということなんですが、まず、長寿子育て課のほ

うで在宅福祉アドバイザー、天城町の社会福祉協議会のほうに委託しております。

あと、私たちけんこう増進課のほうで地域包括支援センターのほうでフォロー体制

を取っております。あと、当然、介護認定をもらった方についてはケアマネジャー

さんのほうがついておりますのでフォローに回っております。あと、民生委員の皆

さん、こちらのほうは長寿子育て課並びにけんこう増進課のほうと情報共有しなが

ら、個々の皆さんの対応に当たっているところです。あと、もう１点が事業関係、

新聞、あと郵便屋さん、あと配食サービスのほうで、おかしなことがあれば、気に

なることがあればおつなぎいただきたいということで見守りをいただいているとこ

ろです。あと、それとは別に、地域の見守り、これは本当の地域の見守りになるか

と思うんですが、ご近所の方がちょっと最近元気ないんだがとか、そういった情報

を頂きながらフォロー体制を行っているところです。 

 以上です。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 今、もろもろ言いましたけど、私、最初にだから言っているでしょう。町民同士

による見守り、行政側からする見守り、介護認定とかというのは完全に行政側から

する見守りでしょう。だけど、ゆいゆいサロンとか、配食とか、郵便局の配達員に

お願いするとか、これは町民同士の見守りでしょう。だから、最初に質問する前に

それを言っているがね。今、こういうふうに答えられると、聞いている人がこんが

らがって意味が分からないという人の声があるから、私、この質問をつくったんで

す。一つ一つ明快になるんです。 

 じゃあ、その中でいろいろ今全部出ました。もろもろ。だから、町民同士の見守

りも行政の見守りも全部今答えを出しました。ここを精査して、町民は町民同士で

何を今現在やっているのかというのを教える。知らしめる。じゃあ、それで手に負

えない人は行政が見守ってあげる。これが介護認定です。だから、そういうふうな

言い方を私は求めているわけです。 

 まず、言われた在宅福祉アドバイザー、これは、けんこう増進課、長寿子育て課、

社会福祉協議会、この中に在宅アドバイザーの中に区長さんが入りますね。この人

たちが話をお互いにつないでいくわけです。そうしたら、あと、今、これはけんこ

う増進課でやっているのかな、配食は。配食で配食を届ける際に声かけをする。安

否確認です。郵便局の方が配達するときに安否確認をする。それを郵便局とあれを

話を協定しました。あとは、各地区で行われているゆいゆいサロン、これの元は包

括じゃないかなと思うんですが、これもけんこう増進課ですね。これも全部言って
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みれば半ボランティア、町民による見守りのうちに入りますよね。それと、ゆいゆ

いネットワーク、これは社会福祉協議会がやっている半有料です。３００円の券を

買って、庭の掃除、風呂場の掃除、ごみ出し、こういうのを高齢者の方、また、身

体不自由のある方が１枚３００円だったと思うんですけど、これを買って１時間程

度もろもろやってもらう。有料ですけど、これも一般町民のボランティアに基づい

たサービスです。これ以外には何かありませんか。私が知っている範囲内がこのぐ

らいなもので。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 まずもっておわび申し上げます。きちんと回答できなかったこと、申し訳ありま

せんでした。 

 今、秋田議員がおっしゃった以外に、ボランティアグループの皆さんがいらっし

ゃいます。約９グループございまして、この皆さんが例えば庭の草むしりであると

か、洗濯物のお手伝いとか、あるいは、中には独居になられた男性の方に料理の指

導とか、非常に多岐にわたるサービスを行っていただいているボランティアグルー

プの皆さんがいらっしゃいます。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午前１１時００分 

─────────── 

再開 午前１１時１０分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に続き会議を開きます。 

 先ほどの秋田議員の高齢者の見守り等についての答弁で、漏れがあったというこ

とですので、答弁補足をさせてもらいます。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 すみません、先ほど９グループとのみ説明させていただきましたが、詳細につい

て説明させていただきたいと思います。 

 まず、松西、前野、天城、平土野、兼久、あと瀬滝ですか、にそれぞれ数グルー

プずつあるところです。あと１グループなんですが、男性の方です、共通の趣味の、

具体的にはグラウンドゴルフなんですが、の皆さんの見守りをいただいているとこ

ろです。 

 先ほど申し上げませんでしたが、それ以外にも、例えば隣の高齢の方を、ご近所

の方が買物を支援していただいているとか、そういった形の見守り体制というのも
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何件か把握しているのもございますし、当然そういったケースも多分潜在的には多

数あろうかと認識しているところです。 

 以上です。 

○議長（武田 正光議員）   

 ということです。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 私、このボランティアグループというのはちょっと認識が甘くて、男性がやって

いるボランティアというのは私分かっています、誰々がやっているというのも。 

 こういうふうな形で民間、町民同士が、郵便局とかは町と話合いをして、協定を

結んでやっているというのが現状みたいですけども、大変老人の方、こういう一声

かけてもらうだけで安心感が出るというのが、大変いいことじゃないかなと思って

おります。 

 じゃあ、先ほども少し答弁に出ましたが、あえてこれからは行政による見守りと

いう捉え方です。介護認定は申請をして、最終介護保険組合、徳之島地区の介護保

険組合で認定を受けて初めていろいろな公的な支援を受けれるというのが介護認定。

今さっきもう出ましたので、要支援１から要介護５までで３３６名、今天城町で認

定を受けている方が。 

 天城町、先ほど出ましたけど、６５歳以上が２千１０１人で、割合、高齢化率で

いくと３６．０６、これが高いか低いかは捉え方の一つだと思っております。

６５歳でまだ高齢者と認識しないでいけば、７５ぐらいまではまだ若者だと言って

いる人もいますので、その捉え方の違いですけど、現実的には数字的にこういうふ

うな数字が出ています。 

 今、天城町が五千八百何人かでありますので、やっぱりあと５年、１０年すると、

近い将来、もう本当にこの数字が、もっと跳ね上がってくるんじゃないかなと心配

しているところです。 

 ここに介護保険組合の資料がありまして、これを３町で一応ざっと目を通したん

です。これはあくまでも数字的なものであって、実際のものとは、考えとはちょっ

と違うような感じを受けるんですが、まず課長に、課長も多分同じような資料見て

いたと思うんですが、これ見ると、天城町は非該当者、支援１、支援２、介護１、

この方のここまでの数値が他の２町と比べると低いと。そのあとは３町あまり変わ

らない数字が出ているんです。まず、これが何でなのか、そこのところを説明、明

確にお願いしたいと思います。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 
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 まず、介護申請に至るまでのちょっと流れを説明いたしますと、当然本人さん、

ご家族さん、あと病院、退院するんだが、ちょっと心配なんだがということで病院

からそれぞれ相談が来ます。こちらのほうと相談を受けた段階で、まず本人の状態

確認を行います、病状であったり、本人さんの意向、家族さんの意向。その中でご

本人、あるいはご家族の皆さんは、困り事は何だろうと。退院して家に戻って何が

困るか、このまま家で暮らし続けるためには何のフォローが必要なんだというとこ

ろを、まず判断してお話を進めさせていただきます。 

 その中で、例えば薬の飲み忘れが心配なんだと、声かけが必要なんだというとき

に、じゃあこれはこういうサービス、具体的にはさっき申し上げたボランティアの

皆さんにお願いしたり、配食の皆さんにお願いしたりして、「今日、お薬飲んだ」

という声かけをいたします。そういった場合には当然介護申請にはつながりません。 

 じゃあ、例えば、出たらもう自宅では布団生活ですというときに、病院で、ベッ

ドで起き上がりがやっとやっとだから、家帰って布団じゃ生活できないねと。じゃ

あベッドが必要だねというところで介護サービス、要支援だと福祉用具の貸出しが

できますので、その本人さんのＡＤＬ状態を見て、介護申請に該当します、しませ

んの中で申請のほうを出していきます。 

 特に、天城町が突出しているのが、非該当がゼロです。申請したけれども該当し

ませんという結果はゼロとなっております。これにつきましては、まず私たちは、

皆さんの困り事をまず解消しなければいけません。仮に介護申請駄目ということで、

非該当になると、困り事の解消につながりませんので、やはり私たちは困り事の解

消をする上で、結果として非該当じゃなくて全て該当して、その皆さんの困り事を

少しでもフォローできているという結果がこの数字だと考えているところです。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 分かったような、分からないような感じでありますが、要は、支援認定受ける前

の段階で、その方に何が一番必要なのかというのを、そこに力を入れているという

ことでしょう、要は、要約すると、結局。 

 個々に身体認知もろもろあるんだけども、その方の状態に合った対応を今現在取

るのを重きを置いていると。この数字だけ見ると、違う見方もできるんですよ、本

当言って。何で支援１から介護１まで少ないのかって、そこで手厚くして、重症に

ならないようにやっているのかなとか。 

 今、私が言ったように、その個々の人の相談に応じたプランで、言ってみれば、

まだ申請の段階じゃないけども、今言った手すりの補助とか、身体介護の上での手

すりの補助は、介護認定に入らないですよね。ただの支援にも入らない、その前の

段階ですよね。とか通所で病院に行ったり、行ってトレーニングをしたりとかとい
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うのもありますよね、それも支援にも入りませんよね。 

 だから、そういうのを充実させているかという意味合いで今聞いているわけです。

それで、他町との違いが天城町で出ているのかなと、私なりにそれを認識をしまし

た。ですので、それを結局課長のほうから聞きたかったんですが……。 

 今、病院とかから退院して来てとか、もろもろありますが、一般の方で、よほど

そういうふうに相談できる方がすぐそば、身近にいて、やれる方は意外と包括支援

センターのほうに話をつないで、すぐ職員が面接に来てくれます。でも、私が今質

問している立場は、そういうのにあんまり分からない無頓着な人というか、そばに

家族がいないとか、相談できる人がいない、そういう人たちの立場の人が、これを、

この件で少しでも意味理解できればという意味を持っています。 

 ここで、今こういう形でというのは、課長のほうからも出ました。もう私はそれ

で納得というか、ある程度分かってという感じになりますが、まず、さっきちらっ

と言いましたが、内容、質問、少し変えますけど、まだ見守り段階でない人だけど、

少し気をつけたほうがいいんじゃないかなと思われる人、多分皆さんの周りにも心

当たりのある方がいらっしゃるんじゃないかなと思います、この議場にいる人たち

の周りにも。 

 まず、そういう人たちを見かけて、普通分かりません、どこに相談していいのか。

まず、ぱっと出るのは区長さん、民生委員さんと言います。でも、現実にそこまで

大げさにする必要があるのか、ないのか、そういうところで一瞬立ち止まるんです

よね。本当に課長のほうで今さっき言われたような形であれば、その人たちはまず

どういうふうな形で行政のほうに話をつなぐかというのが、もし簡単明瞭で分かり

やすく答えられればお願いします。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 先ほど秋田議員に申し上げたとおり、まず思いつくのが民生委員さん、区長さん

ということになろうかと思います。今、現実問題、どういった感じで上がってくる

かというと、ゆいゆいサロンのスタッフの皆さん、サロン参加者がちょっと最近と

いう、どんどん上がってきます。あと地域の皆さんからの相談があります。相談を

もっと増やしていきたいなと。 

 町民の皆さん、気になる方については、ぜひけんこう増進課のほうに連絡いただ

ければ、例えば自分が連絡したのは知られたくないんだとか、そういったこともあ

るかと思うんです。それも十分配慮した中で、今、高齢者の自宅訪問しているんで

すという中で、それぞれ訪問させていただいたりしておりますので、誰々さんから

聞いたんだがというのはしておりません。なので、ぜひ気になることについては、
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役場のほうに連絡いただきたいと考えているところです。 

 当然私たち、少しでも網の目を細かくと思って、いろんなところと連携取らさせ

ていただいているんですが、やはり地域の皆さんの見守りというのが一番細かい網

の目だと思っておりますので、ぜひ連絡いただければ、いろんな形でのフォローに

つなげたいと思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 各集落で、ゆいゆいサロンとか配食とか受けている方は、介護の人との接触に積

極的にやりたいから、まだ半分はそういうのはあんまり苦手とする方、こういう方

もいらっしゃるんです。ですので、そういう方がどういうふうな形で、周りで気が

ついてもあんまり避ける人とかというのいますので、そういうのを今の課長が言っ

たように役場の、区長、民生委員さん、役場の包括、けんこう増進課につないでく

ださいというので、多分これを聞いていらっしゃる町民の方は分かったと思います。 

 もうあくまでも、先ほど言った天城町が介護認定、もろもろいろいろなうわさは

聞きます。でも、それぞれの方の体の体調面、身体面、いろんなもろもろの認知面、

もろもろに対応して、そこの中に少しでも改善できるというのをやってくれている

ということを聞きましたので、その点は大変ありがたく思います。 

 それと、これに関連してというか、これは私、前も一回聞いた覚えがあるんです

が、見守りマップです。これは前々前課長時代ぐらい作ろうとした経緯があります。

兼久とそのとき３か所ぐらいですか、社会福祉協議会で、そのときは地図に落とし

込みでした。その後に、パソコンで一括管理できるようなやり方があるということ

で取り組みだした経緯があるんですけど、それがいまだに分かりません。その落と

し込んだ兼久のやつは社会福祉協議会の中にあるというのは聞きました。そのとき、

本来の目的は天城町全体、各集落ごとのマップを落とし込んでというのがありまし

たが、この件は今課長のほうにはどういうふうな申し送りで来ていますか。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃるとおり、私は瀬滝地区のやつを過去の書類で見たんですけ

ども、その当時非常に具体的な計画がそれぞれ個々に立てられておりました。本来

であれば、それがずっと蓄積されて、修正されて今に引き継ぐべきだと思っており

ますが、実際問題今最新のもの、またほかの集落、全くない状況にございます。 

 先だって台風１０号のときに、要配慮者の皆さん、長寿子育て課とけんこう増進

課共同で、それぞれ連絡取らせていただきました、７０件余りの台帳の皆さんです

が。それについても、実は最新の情報ではないのがございまして、一々全部「今ど

うですか」という確認のところから始めざるを得ないというのがありまして、やは
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り今議員がおっしゃったマップで必須のものだと考えております。 

 今、第２層のコーディネーターという事業がありまして、高齢単独世帯と高齢夫

婦世帯、全世帯今回らせていただいております。その中で困り事とか、今の状況と

か聞かせていただいております。何とかそれを整理して、マップの基礎が作れない

かなということで、現場とは話を進めているところです。 

 大変申し訳ないんですが、来年、再来年、そのマップが作れますという状況には

今ございません。ただ、必要だという認識は持って、それに向けて動き始めている

というのが今の状況でございます。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 もう多分私が前も聞いても、そのときも作られていないと返事をもらった記憶あ

りますので、多分まず整っていないでしょう。でも、最初これをやった前々前課長

時代ですか、これ何か事業があるみたいなこともちらっと聞いた記憶がありますの

で、こういうのを言いますよ、行政、社会福祉協議会、町の防災、これ全部これ一

つで間に合うマップになるはずなんです。そういう目的で入れましたから、道路事

情から全部。この人の家は、前は砂利で車椅子が厳しいなとか、車は軽でないと行

けないとか、そういう細かいところまで入れた記憶あります。 

 ですので、やっぱりこういうのは、１つこの今言ったこの３つが全部利用できる

マップができれば、ものすごい利用率はいいわけです。今、課長が言いました、こ

の間全部電話かけて、避難させるか、させないか、確認作業で結構手間取ったと、

その話も聞いております。ですので、もしどのような形でいけば、これがこういう

ようなマップ、パソコンに落とし入れるマップができるのか、できないのか、これ

は町のほうで少しは考えて予算立てをするとか、プログラムのやり方を電算のほう

で少し試しに作ってみるとか、こういう考えの発想にはいかないですか、町長。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 システム、ソフトですね、それは存在すると思っております。今、このご時世で

すので。ただ、それに載せるための基礎データ、まずそれをある程度たたき台でき

た時点で、何名規模なのでこの程度のソフトが必要だと。運用はこうしていかなき

ゃいかんという、その話をするための材料が、今手元にございませんので、それを

今先ほど申し上げた訪問の中で５００なのか、７００なのか、まだ分からない状況

であるんですけど、８００名規模ですると。じゃあ８００名規模だと幾らぐらいの

ソフトの費用になります。それの運用はこういった形がありますとかいうところま

で、ぜひつなげたいと考えております。 

○町長（森田 弘光君）   
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 お答えいたします。 

 先ほど、手助けが必要な方が七十数名とおっしゃったというふうにちょっとメモ

してあるんですけど、まずはその七十数名の方々というと、それほどたくさんの方

ではないのかなという思いをしておりました。そういう方々は、この間台風１０号

のときに、実際我々防災センター、そして各避難所のほうに案内するとかいうこと

で、休みの中だったんですけどやったということでありますので、そういったデー

タベースはしっかりとマップ化されているということは、また一高齢者というか、

そういう介護とかそういったことではなくて、我々防災の中でも使うことはできる

し、また、お聞きしましたら、弱い方の目線で道路状況等が見えるというお話でし

たので、我々が、建設課が道路の維持補修とかやっている中で、多分側溝とか、そ

こには段差があって危ないとかと、いろんな情報がそこに入っていたんだろうなと

思います。そういった情報をしっかり作っておくというのは、これからのいろんな

気候変動、異常気象とかいう中で、いよいよ必要になってくる、そういう介護だけ

じゃなくて、いろんな面で使えると思いますので、まずは全体じゃなくても七十何

名の方々の部分だけでも、できるところからやって広げていくというのは大事かな

と思っております。しっかりと、けんこう増進課を中心として、また防災、そうい

った方々、みんなでチームとしてこれを検討させていただきたいと思います。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 ぜひその方向で向かっていってもらいたいと思います。 

 では、最後の環境衛生、ごみ処理問題に入っていきたいと思います。 

 このごみ処理問題は、昨年の第２回、３回と関連質問しておりましたが、去年は

ごみのシンポジウム等、また、ごみ問題にみんな関心を寄せ、また、ごみ処理場建

設の問題も取り上げられている中で、結構町民の関心が高かったのかなという私の

思いがあります。 

 まず、この問題に、質問に入る前に、まず町長に伺いますけど、ごみ処理場の新

設、このスケジュールは変更なしで、令和３年度末、どこに造るのかという決定は

このままということで、認識よろしいでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 秋田議員はごみの審議会のメンバーかというふうに承知しております。そういう

中で、広域のほうからお話があったかと思っておりますけども、令和２年度中、令

和３年度にかけて、そういう次の新設については決めていきたいということであり

ますので、そういうスケジュールで進んでいくものだというふうに認識しておりま

す。 
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○８番（秋田 浩平議員）   

 私も、今町長が言われたとおり、３町の中の清掃審議の中に入れさせてもらって

おります。 

 変わりはない、そのままのスケジュールに変更はないということであります。議

会もこれに対しての協議会を発足させておりますので、経緯を見守るというか、そ

ういう形で動いていきたいと思います。 

 では、これは私が去年質問した中でなんですが、先ほど町長の答弁の中にもあり

ました、２千トンのごみの削減に対して、私が去年こういうのをやったらいいんで

はないかというのを６つほど出してありました。これの件について、まず、どうい

うふうに行政としてはやったのか。 

 マイバック運動、これは今年の７月から国が規制をかけて有料化という形で国が

動きました。ですので、これは町民全部認識していると思います。今現実にお店行

っても、男性の方でもマイバック出す方が結構出てきました。私が記憶している中

では、職員研修も何回かやられているみたいですね。昨日の町長の行政動向の中に

も、１９日にごみの分別の研修会をやったというのが載っておりました。 

 じゃあ、分別とか、生ごみの自家処理と事業系ごみの減量化、教育啓発、こうい

うあとの一応私言ったのがあるんですが、こういうのが現実にどのように動いたの

か、だから、分別ではどういうふうなあれをやったのか、ごみの自家処理、これを

多分家庭用のこれでもいいんじゃないかなと思います。 

○くらしと税務課長（岸 恭聖君）   

 お答えいたします。 

 具体的な取組についてですが、資源回収の促進ということで、資源ごみの回収を

行うような、従来行われていますが、その辺をやっております。 

 それから、生ごみの自家処理の推進ということで、生ごみ処理機の個人向けの補

助を行いまして、一応補助を行っております。 

 それから、マイバックの推進ということで、去年マイバックを総務課のほうで作

成してもらって配った経緯がございます。 

 それから、リターナブル商品の利用促進、要するに詰め替え用製品とか、そうい

うのを使ってもらいたいというＰＲをしております。 

 職員研修につきましては、去る、職員研修ではないんですが、６月２４日に区長

さんと町長と担当課の課長、担当と、あとＡＹＴとか来まして、クリーンセンター

の展開検査の見学をして来ました。それは、後日ＡＹＴのほうで番組を作ってもら

って、ＤＶＤに落としてもらって、今活用しているところでございます。 

 それから、８月の１９日に職員研修会を行っております。役場４階で、職員
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３５名ほど参加しております。そのような活動をしておりますが。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 いろいろとやっているというのは分かりました。この中に、６月でしたか、第

３水曜日のペットボトルのときの立哨もありますよね。総務課長が分かっていると

思うんだけど、役場庁舎内のごみの減量、こういうのも確かやっているはずです。 

 今、私がこれを去年出した質問の中で、ごみの削減という形でこういうのがいい

んじゃないのというのを出したのは、この間の会合で、基本構想検討会の答申で、

再資源化に取り組んで、２千ｔの焼却量を減らす、これを前提とした新焼却場を建

設する、ごみ処理センターの建設をするという何か答申が出ていたんです。やっぱ

り２千ｔというと、３町ですけども並大抵じゃないです。 

 ですので、ごみ処理センターでも、あそこはあそこなりに、今出ました展開検査

というのをやりまして、不燃ごみ、燃えないごみの袋を切って、中にどういうのが

混ざっているかというのを、各伊仙、徳之島、天城の方に、それを立会いの下でや

ったというのも報告受けております。区長会の皆さんが行って、それをＡＹＴで放

送したというのもそこでビデオも見させてもらいましたので分かりました。ですけ

ど、いかんせん分別がなされていない、これが参加した人のほぼ全員の意見に近か

ったというふうな答えをもらいました。 

 これからもこの件に関して申し込みを受けて、婦人会とかいろんな団体にこれを

見て、現状を分かってもらいたいということで、これからも計画はやりますと。各

集落の単位でもいいですというふうな返事はもらいましたけども、また課長のほう

からこういうふうな、課長のところに今現在、こういうふうな感じでの話とかは来

てないですか。 

○くらしと税務課長（岸 恭聖君）   

 お答えいたします。 

 現在、１団体のほうで近々やりたいんですけどという話は伺っております。それ

は婦人団体のほうから伺っております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 やっぱりそういう団体系、特に女性団体、一番効果的なんですよね。そういう

方々に話を、こういうのもやっているよと、現実の天城町のごみの分別が分かるか

ら。 

 私も久しぶりにこの間、処理場の中を全部見学させてもらったんですが、中の見

学も言えばやらせてもらえますし、だから、今の現状を見るのが一番いい、現場で

見るのが一番いいわけですので。 

 今年のごみの搬入量を見ると、確かに去年より１００ｔ近く減っているような感
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じは受けます。だけど、人口も１００人以上減っています。一概にどれがどれなの

かというのは分からないんです。不思議だなと思ったんですけど、今年に入っての

不法投棄の問題、現場、こういうのは課長のところで把握、来てないですか、そう

いう連絡は、増えていないですか。 

○くらしと税務課長（岸 恭聖君）   

 不法投棄につきましては、住民の方からの連絡等、多々とは言いませんがありま

す。その都度担当が行きまして、現場を確認して、１人で、２人で運べるものはそ

のまま運んで撤去しております。ちょっとこれ、ある集落だったんですが、ちょっ

と大規模なのがありまして、これにつきましては警察の立会いの下、ごみをうちの

ほうで、集落の方と協力しまして撤去したことが、つい最近あります。それにつき

ましては警察のほうでちょっと調べてみるというようなことで、まだ結果は伺って

おりませんが、犯人探しではないんですが、そういったことを行っておりまして、

その集落につきましては、区長さんにお願いして、不法投棄の場合は個人が１千万、

会社だと何億とかという罰金がありますということも放送してもらいまして、自主

撤去をお願いしたという経緯もございます。その撤去もできなかったことでこちら

のほうで撤去をさせてもらっております。今、旧クリーンセンターのほうで保管し

ております。今後何らかの動きがあれば、またそれなりの対処をしたいと思ってお

ります。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 そうなんですよ。私、天城昔から、ごみ収集が向こうに移転になってから、どう

しても不法投棄、ちらほらやっぱり毎年見られるという状況だと思っているんです。

持込み搬入の量は、ちょっと今現実に向こうのほうで把握していないみたいな感じ

なんで、私言ったら、やり始めはどっからですかとか聞いていたんですけど、今そ

れがなされていないような感じなんで、持込み搬入というのは、私もうあえて聞か

なかったんですけど、それをしたら３町の持込みの搬入量、事業系とか別です、個

人で持込みしとる搬入量が天城から来るの、伊仙から来るの、徳之島町から来るの

というが、もうぱっと一目瞭然で向こうで集計出ると思うんですけど。もともと天

城から持込み搬入量は少ないというのは認識していました。 

 皆さんがいろいろとやっているのはあれなんですが、町長が先ほど少し答弁の中

に触れましたが、７月２１日、南日本新聞でプラごみ一括回収へ、文具、おもちゃ、

区分新制という南日本新聞に出ました。これ、たまたまその会合の前の日、私たま

たま目を通していたんであれだったんですが、これは分別が今以上に増えるという

ことなんです。布切れ、紙からこういうのでも全部分けなきゃいけないとか、全部

増えるということなんです、これ見ていると。でも、この新聞にも書いてありまし
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たが、最終的には自治体が回収方法を決めるとなっております。 

 そこで、町長にあれなんですが、見解をお伺いしたいんですが、新ごみ処理場建

設に建設賛成、やります、手を挙げた以上、この新しいごみ分別、これは今でも広

域のアイランドのほうでもどうすればいいのかというのはまだ模索中、完全なるあ

れが出ないで、今一生懸命考えているところだそうです。町長のほうにも、財政の

ほうにもいろいろ話をしたというのをちょっと伺いました。ありますが、手を挙げ

た以上は先もって、３町の中でこういうことがもっと詳しく具体的に分かりだした

時点でいいと思うんですけど、もう手を挙げて前に進めていく考えは、町長として

ございませんか。 

○町長（森田 弘光君）   

 今、秋田議員から非常に大事な問題を提起されているかと思っております。これ

から具体的な６千ｔのごみを４千ｔまで、つまり２千ｔ減らしたいということであ

りますが、やはりそのためには、まず私たちそれぞれ一人一人がごみを発生するの

を抑制するということが一つ大事かと思っております。もう一つは再使用の推進、

つまりリサイクルを進めたいということであります。 

 そういう中で、今、広域連合としましては、来年４月からなんですが、新しい分

別を始めたいということを今計画をしております。従来分別しておりました瓶、ペ

ットボトル、それから紙類、アルミ缶、スチール缶の分別に併せまして、これから

いわゆる今議員からおっしゃった紙製の容器包装、ポテトチップの袋とかそういっ

た紙製の容器包装、それからプラスチック製の容器、それはサラダオイルの空いた

プラスチックの瓶となるんでしょうか、それからあと一つは布類、言わば私たちが

着たシャツとかそういった着古したというか、そういった言わば布類まで分別しよ

うということであります。 

 これ、リサイクルということになりますので、例えば今のごみ収集車、パッカー

車というんですけど、あれでやると今度は布が汚れてしまって、言わば次に売れな

いわけです。そのためにどうするかという話が今持ち上がってきております。その

ためには中間管理施設、まずは今のクリーンセンターにそれを造ってしまうと、じ

ゃあ次の、今天城町が手を挙げている、伊仙町が手を挙げている中で、また二重の

経費がかかるんではないかということなどもあって、便宜的にそれぞれ各３町の途

中で、最終的にクリーンセンターに行く途中で、今お話した布類とか、紙容器とか、

そういったものを１回そこで集めて分別して、分別したものをクリーンセンターに

持って行けないかということを今検討しております。 

 そのために、来年の４月から進めたいということを、今広域連合のほうがお話し

ていますけども、そこら辺を含めて、まずは来年の３月になってからこういうこと
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を町民の方、島民の方々に話をしても戸惑うばかりでできないと。そのために今年

の末とか、もうできるだけ早い時期からそこら辺についてはしっかりと島民、町民

の方々に周知・告知をしていくということと、そういったことをまずはデモンスト

レーションというか、試運転というか、そういったことができないだろうかという

ことで今話をしていますので、そういったことについては、遅くても年内には結論

を出して、そこに向けて進めていかないといけないのではないかなというふうに思

っております。 

 やはりそこには、なぜそういうことをやるかというと、これからはごみの減量を

進めていくんだ、そしてリサイクルを進めていくんだということが、まず基本にあ

るかなと思っておりますので、ここら辺についてはまた年内までには、私たち天城

町はもちろんですけど、３町それぞれが検討しないといけませんので、しっかり考

えていきたいと思っております。 

○８番（秋田 浩平議員）   

 私がこれを聞いて、町長のほうがもっと勉強しておりました。確かにこの話、私

もこの間急に聞いて、まだはっきりは理解できていない部分も少しありまして、も

う町長が言っておりますので、中間処理施設、こういうのもどういう形でやるべき

なのかも、その場で審議できない状態だったみたいであったもんですから、今、町

長の言葉を聞いて、またいい提案が自分の中にも生まれてできればと思っておりま

す。 

 今聞いた中では、職員の研修等も行われているようです。さらに、去年の老人運

動会だったかですか、職員が率先して弁当箱をきれいに片づけました、若い職員が。

ああっと思って、初めてびっくりしました。だからそういうふうなのを職員間だけ

でなく、このごみは町民全体の問題として、この職員が去年の老人運動会でできる

のを、今度は町民に少しずつ教えてあげれば、このごみ問題は少し前に進んでいく

んじゃないかなと私は思います。 

 ですので、これからやっぱり今町長がおっしゃったのをやるとなれば、もっと大

変な状態になる可能性もあります。ですけど１５０人、ここに筆耕さん入れると二

百何十人の職員と呼ばれる方がいらっしゃいます。その人たちが徐々に徐々に、町

民にこの件を意識づけさせていく、もうこれが一番大事だと思います。もうそうし

ないと、本当に各集落の中で、自分の家の前に集積場を持っている、置かれている

方、本当大変ですので、そういうような形でやってもらいたいと思います。職員の

頑張りが、このごみ問題には前に、少し、一歩でもつながっていくと思いますので、

頑張っていってもらいたいと思います。 

 最後になりますが、前回、私、時間ぎりぎりになってしまって言えなかったんで



－107－   

すが、今、現実、いまだに新型コロナが収束に向かっていないという日々が続いて

いると思います。島に来ている船舶関係、航空関係の皆さんには、大変感謝を申し

上げたいと思います。これから冬に向かって行きます。このコロナだけでなく、イ

ンフルエンザの流行も懸念されますが、政府が示しました新しい生活様式を理解し

て、町民挙げて、全員で乗り切っていければと思っております。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、秋田浩平君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩します。 

休憩 午前１１時５７分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 議席番号７番、久田高志君の一般質問を許します。久田議員。 

○７番（久田 高志議員）   

 こんにちは。早速ですが、先般の通告に従い一般質問を行います。 

 まず１項目め、新型コロナウイルス対策について。今後の感染対策についてどの

ような検討がなされているか。 

 ２項目め、建設行政について。今後の住宅建設について高齢者向けの住宅の建設

は考えられないか。 

 ３項目め。産業振興について。企業誘致についてどのような対策を講じているか。 

 ４項目め、水道事業について。大規模断水の原因及び今後の対応策はどのように

考えているか。 

 ５項目め、成人式の実施判断について、どのように考えているか。 

 以上、５項目５点について質問を行います。執行部の分かりやすい責任ある答弁

を求め、１回目の質問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの久田議員への質問に対して、答弁を求めます。町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、久田議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目、新型コロナウイルス対策について。今後の感染対策について、どのよう

な検討がなされているかということでございます。 

 お答えいたします。まず、感染防止対策につきましては、引き続き町民の皆様に
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は感染拡大防止に係る町民行動指針の励行に努めていただくとともに、空港や港に

おいての水際対策に万全を期していきたいと考えております。万が一の感染発生時

の対策については、先月から、定期的に保健所、医療機関、消防そして行政等によ

ります島内での新型コロナウイルス対策に関する情報交換会及び意見交換で協議を

重ねてきておるところでございます。与論でのクラスター対策や島内の医療資源等

を踏まえた、具体的な対応をその中では協議してきたところでございます。 

 ２点目、建設行政について。今後の住宅建設について高齢者向け住宅の建設は考

えていないかということでございます。 

 お答えいたします。町営住宅の建替えを進める上で、今、町が抱えている課題と

しては、建替え対象である古い住宅の入居者の移転先の確保になります。 

 長寿命化計画の中で、今後建替え対象となる町営住宅に入居されている高齢者世

帯も少なくはありません。 

 また、住宅申込者の中にも高齢者世帯の方が待機しております。 

 これらのことを考えますと、高齢者向け住宅の建設の推進は必要であると考えて

おります。 

 ３点目、産業振興について、企業誘致についてどのような対策を講じているかと

いうことでございます。 

 お答えいたします。企業誘致につきましては、現在、バイオガス発電に関する施

設整備について提案を受けており、検討を進めているところであります。 

また、鹿児島県企業誘致推進協議会へも加入し、立地を希望する企業の情報収集に

も努めていきたいと考えております。 

 また、企業が進出しやすいような、そのような条例の改正も行いたいと考えてお

ります。 

 今後、ワーケーションやリモートワークへの対応、サテライトオフィスの誘致、

企業版ふるさと納税の活用など、新しい生活様式に対応した企業の誘致に積極的に

取り組み、移住・定住の促進、雇用の場の創出につなげていければと考えておりま

す。 

 ４点目、水道事業について。大規模断水の原因及び今後の対応策はどのように考

えているかということでございます。 

 お答えいたします。さる７月１日から３日にかけまして豪雨がありましたが、北

部地区において土砂崩れが起き、配管の破損が発生いたしました。 

 水道管路の管理・点検の徹底と、また補助事業の導入等についても考えてまいり

たいと考えております。 

 ５点目、成人式につきましては、教育長のほうからお答えさせていただきます。 



－109－   

 以上、久田議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 続いて、成人式の実施判断についてを、春教育長のほうに答弁を求めます。 

○教育長（春 利正君）   

 久田議員のご質問、成人式について。その１点目、成人式の実施判断についての

ご質問にお答えをいたします。 

 成人式の実施判断につきましては、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染状

況や、近隣市町村の動向を見ながら、成人式実行委員会や各関係者の皆様と慎重に

協議をし、早急に判断をしていきたいと考えております。 

○議長（武田 正光議員）   

 久田議員、質問を続行してください。 

○７番（久田 高志議員）   

 それでは、１回目の答弁をいただいて、順次質問のほうを進めていきたいと思い

ます。 

 まず１点目、新型コロナウイルス対策についてということで、１回目の答弁で感

染防止のためには今までのとおり、行動指針を守っていただきたいという答弁と、

また万が一島内で感染が発生した場合、各機関と協議を行っているという答弁をい

ただきました。 

 どっちから行こうかな、先、どういった感染確認されたときの協議内容、どうい

ったことが協議されているのかお尋ねしたいと思います。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 まず、集まった機関ですけども、先ほど町長からありました。まず、保健所、島

内の医療機関、消防組合、行政の総務畑と衛生畑のほうが集まっております。 

 まずもって、それぞれの部署での今のコロナに対する対応等が情報共有としてな

されました。その中で、一番私たち行政としてありがたかったのが、保健所のほう

が与論島での対応、動きを説明いただきまして、町のほうにはこういった動きが必

要になってきますという情報をいただけたのが非常に助かっているところです。 

 あと、各医療機関につきましても、それぞれ普段にコロナ対策、発生した場合の

患者さんというんですか、陽性者の方々との接し方とか、フローチャートで示して

いただいて説明を受けたところです。 

 その中で、今共通の認識が取れたのが、まず患者さんの搬送についてです。陽性

者の方で、普通の車に乗れる方については全て保健所のほうで搬送を行う。万が一、

ストレッチャー等が必要になった場合は、今のところなんですが、救急車を利用す
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る。ただし、救急隊員がそれに付き添うのはちょっと体制的に厳しいものもありま

すので、ドクターのほうが付き添うというところで、情報の共有ができているとこ

ろです。 

 また、今後も具体的な動きのところを協議を重ねて、しっかりと対応を取って、

なるべくというか最小限の感染に抑え込めるような体制をつくっていきたいと考え

ているところです。 

○７番（久田 高志議員）   

 分かりました。もうちょっと具体的なところを聞きたかったんですけれども、例

えばこの感染が発生した場合、この島内での対応できる人数、そしてそのキャパを

超えたときに、恐らく前回与論があったように、奄美ないし鹿児島本土への移送が

行われると思うんですけれども、大体島内で対応できる人数は何名ぐらいになって

いるんでしょうか。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 まず、その部分につきましては、まず島内では入院は行えません。全て島外、一

番近いところで大島本島にございます。あと、県本土の受入れ可能な医療機関、も

しくは隔離避難所です、宿泊施設。そこに移動ということになります。 

 与論島におきましても、そういった対応を取っていたところです。 

 そこで具体的に出たのが、ただＰＣＲ取ります。それで、県本土に送って、戻っ

てくるまでやはりタイムラグがございます。どんな短くても１日は、１晩は島内で

過ごすということで、そこは基本的には、今も何ですが、検体を採取された方はご

自宅のほうで、自粛の中で結果を待つというところが今、徳之島においても統一さ

れているところです。 

 家族の中で、１人陽性者が出ました。そうすると、周りの家族は濃厚接触者にな

ります。その濃厚接触者についての取扱いと言ったら変ですけども、待機の仕方に

ついても、保健所からの指導をいただきまして、実は今まで私たちは与名間のバン

ガロー、あそこに陽性を疑われる人たちは行ってもらうという認識でいたんですが、

そうじゃなくて、なるべく陽性の人は動かないように、その人をご自宅に残して、

可能であればご家族の方がバンガローに退避したほうが感染拡大には効果的なんだ

というご意見もいただいて、こちらの体制も今、見直しを進めているところです。 

 いずれにせよ、医療機関は入院体制は取れないというところで、全て島外搬送。

それについては、県のほうも、保健所もですし、先だっての県議会の中でも、離島

からの移動体制ということでしっかり構築されているということで確認が取れてい

るところです。 
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○７番（久田 高志議員）   

 後で、ちょっと別件でまた触れていきますけれども、１つだけ確認させてくださ

い。濃厚接触者の中等で検査を受けた場合、無症状の方とかも想定されますけれど

も、そういった方々も含めて、もう全て島外に搬送するという認識でよろしいでし

ょうか。いいわけですね。 

 分かりました。後でまた、農政課のちょっと触れたいと思いますのでよろしくお

願いします。 

 まず、今度は、このコロナウイルスの今ワクチン開発が世界で進められておりま

す。国内も含めてです。 

 先日の報道で、８月末にイギリスのアストラゼネカ社のウイルスが８月末に

２５０名対象に治験を実施しているという報道がなされておりました。そして、政

府としては１億２千万回分のワクチンの供給をすることで合意しているということ

でございました。そのうち、３千万回分は来年の１月から３月に供給できる見通し

と、恐らくこの辺は、医療・介護従事者等が優先されるのかなということで、少し

期待をしていたところなんですが、今朝の報道で、アメリカでの大きな副作用が確

認され、副作用の疑いがあって治験を中止したという報道がなされておりました。

本来でしたら、この報道が今朝なければ大体の見通し、国から残りの９千万回分の

見通しが大体どういった流れで組み込まれてくるのか、その辺を確認してみたかっ

たんですが、今回のこの副作用報道がなかった場合、どういったスケジュールでこ

のワクチンの供給はなされるような予定だったんでしょうか。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃるように、アストラゼネカ社のほうが世界最速でワクチン開

発を検討を発していたところなんですが、いろんな問題が生じてきているようです。 

 これがなければということなんですが、その前にまず、海外のところともなんで

すが、実は国内でも５件、ワクチン開発のところが動いておりまして、それに対し

て国のほうもいろんな補助を行っているところです。ちなみに、ここ国内に関して

は最短で２０２０年１１月から臨床試験が開始できないかというところで今、期待

がされているところです。 

 そういった基礎研究、あと臨床試験等が済んだ段階で薬事申請、国のほうが正式

にワクチンとして認めて、国民の皆さんに摂取が始まるところなんですが、先ほど

議員もおっしゃっておりましたが、国民全員分いきなり手に入るわけではございま

せん。その中で、国のほうは今のところ、まず医療機関が最優先だということはは

っきり言っているところです。恐らく、その次が高齢者であったり基礎疾患がある
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方であったりということで、今、計画を進めているというふうに認識しております。 

○７番（久田 高志議員）   

 分かりました。ちょっとこの辺は、ちょっとまた見通しがはっきり分からなくな

ってきましたので、今後また経過を確認しながら進めていきたいと思います。 

 それと、この医療現場、先ほど秋田議員も最後触れておりましたけれども、医療

現場の崩壊を防ぐためには、この秋口から年明けにかけて、例年どおりインフルエ

ンザの流行が予想されております。そういった中で、今、各地域の報道を確認する

と、インフルエンザのワクチンが不足しているという報道がちらほらとなされてお

ります。 

 これは、本町のみならず、徳之島３町を交えてインフルエンザワクチンの接種を

行っていかないことには、恐らく医療機関としてはコロナウイルスと同等の症状が

出てくるわけですので、非常に困惑をされると思います。 

 それと、今、この島内の重たい空気を察すると、もし感染した場合でもインフル

エンザだった場合も、恐らく医療機関を訪ねる方も少なくなってくるんじゃないか

と、インフルエンザの症状で重症化する恐れもあるわけです。 

 そういったところを踏まえて、このインフルエンザのワクチンがしっかりとこの

島内需要の分を確保できるのかどうか。まず、その辺からお尋ねしたいと思います

がいかがでしょうか。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 今、議員がおっしゃるようにインフルエンザと新型コロナウイルス感染症、ほぼ

初期症状が似ております。そういったこともございまして、今般、今までやってい

た補助事業を中学校３年生まで広げて、少しでもインフルエンザ接種をする方を増

やしたいということで話をしております。実はこれ、３町とも中学校３年生まで拡

充しました。６５歳以上はこれまでどおりですので。 

 その３町の話合いの場に、医療機関のほうも同席していただいております。その

中で、ワクチン確保については医療機関のほうも万全の態勢で進めていただいてい

るところではあるんですけれども、行政として何か後押しできることがあれば行っ

ていきたいと思っているところです。 

○７番（久田 高志議員）   

 分かりました。インフルエンザに関しては、ワクチンは確保できると思われます。

中学校３年生までの拡充も非常によいことだと思っております。最後、課長がおっ

しゃられました、行政としてバックアップできることがあればというお言葉なんで

すが、今回に限り、今６５歳以上、１千円ぐらいでしたっけ、負担。児童生徒、高
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齢者含めて、今回に限り、予防接種無償化は考えられないんでしょうか。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 議員のおっしゃるとおりです。恐らくコロナ騒ぎは落ち着きません。第３波、第

４波というところになろうかと思っています。そこを回避するためにも、やはり

１人でも多くの方に接種してもらいたいという思いがございます。 

 国の地方創生交付金、３次があると私たちは、けんこう増進課のほうは非常に期

待していまして、そこに事業として乗せられたら、乗せたいという意向は今現在持

っております。 

 また、ほかの伊仙町、徳之島町さんとも、天城はこういう思いを持っているんだ

がというところで、まだ口頭のレベルではあるんですけれども、それぞれの主幹課

長とは話を今、出しつつあるところです。 

○７番（久田 高志議員）   

 課長、もちろん３町とは協議していただきたいですけれど、３次とかそういうこ

とを考える前に、通常の助成にさらに千円を加えるだけなんです。この千円を５千

人で、町民全体に換算して幾らですか。そこから、児童生徒、小学生、高齢者を選

択すると何百万ですか。町長、その辺は頑張れないですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 新型コロナウイルス、またそれと一緒になって流行するであろうインフルエンザ

対策でありますが、私たち今般、議会の同意を得て基金条例も制定したところであ

ります。また、その積み上げる金額について、今回の議会でまた提案しております。 

 まず、これを含めて、やはりその町民の生命と安心と安全を守るという観点から

行けば、そういった活動についてはまたやぶさかではないというふうに考えており

ます。 

○７番（久田 高志議員）   

 ぜひ、いい形で取り組んで、少なくとも医療関係者の負担を少しでも減らしてあ

げれるような体制づくりには努めていただきたいと思っております。 

 それでは、万が一この感染が確認された場合ということで、与論島の名前も出て

まいりましたが、少し農政課のほうにお話を、質問を振りたいと思っております。 

 与論島のほうで、畜産農家の方が数名このコロナウイルスに感染をされたと伺っ

ております。先ほどの感染した場合の移送体制を聞くと、症状があろうがなかろう

が、感染したら島外に移送されると。こういった場合、やはりこれだけの畜産農家

がいるこの天城町において、牛を置いて島を出て、治って帰ってきたときには多分、
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治って帰ってくる意味があるかどうかぐらいの状態になっていることが想定される

んです。 

 今、ＪＡさんに確認しても、ヘルパー事業も今休止をされているようです。こう

いった場合についての今後の対応です。そういったところも、何か対策を考えられ

ないか。例えば、与論がどういった状況だったのか、やはり情報等を取っていただ

いて、その辺が分かれば少し答弁いただきたいんですが、いかがでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 今、議員のほうからありましたように、畜産については生き物が相手ということ

ですので、感染をしても毎日の飼養管理を欠かすわけにはいかないという状況が出

てきます。 

 今、与論島の例なんですが、先般、与論島の畜産農家の中でも何名かの感染者が

出たようでございます。実際に、そのときの対応としましては、感染者の家族で陰

性だった家族が自宅と牛舎以外は外に出ないことで、その牛舎で飼養管理を家族が

行ったという例。あと、畜産農家の中で独り暮らしの畜産農家の方でも感染者が出

たようでございます。この方については、島外搬送されているので、牛の飼養管理

をされる方が島に誰もいない状態になってしまい、近隣の知人にお願いをして見て

いただいたということのようでございます。 

 先ほど、議員のほうからもＪＡの肉用牛ヘルパー制度のお話もありました。５年

ぐらい前までは、飼養管理ヘルパーとして数件の実績も出ているようですが、現在

も事業的には残っておりますが、現実的にはその肉用牛ヘルパーの事業自体が動い

ていないような現状でございます。 

 今後、もし感染者で畜産農業を経営される方等で出た場合、今の与論島を教訓に

しながら、今後何らかの対策は立てていかないといけない状況にあります。現況と

しては、今制度としてあるのは肉用牛ヘルパー制度になりますので、この辺の早急

な立て直し、あとまた喫緊の状況としましては、今、与論島のような状況で、結の

精神で近隣のまた畜産農家にお願いをしながら、助け合いをしていくしか、今のと

ころではないのかなというような状況でございます。 

○７番（久田 高志議員）   

 そういったところだと思います。 

 まず、発生しないことがもちろん前提なんですけれども、やっぱり万が一に備え

てということなんです。例えば、その隣の牛舎で発生した。じゃあ、そこに隣の人

を応援お願いよと言っても、なかなか普通の心境ではその牛舎にすら近づかないだ

ろうなと思います。 
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 やはり、畜産牛舎の消毒とか、そういったところも体制を整えて、あとはやはり

ＪＡさんあたりと協議しながら、そのヘルパー事業の制度をもう一度構築し直す。

そして、もちろん我々畜産部会の中ででもそういった体制づくりを、やはり一体に

なって取り組んでいかないと、横の連携が取りやすい方、またなかなか取りづらい

方もいらっしゃるわけで、やはり全体的に生き物を扱う以上は何とかその辺も守っ

ていただけるような体制を検討していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 今、言われました畜舎の消毒、ここについてはお互いに手伝いに行かれる方、肉

用牛ヘルパー制度がうまく使えたとして、そこに行くヘルパーの方が安心して牛舎

のほうに入れるように事前の消毒体制、こういったものができるような環境は整え

ていきたいと思います。 

 また、振興会であったり部会であったり、そういった肉用牛生産に関わるいろい

ろな関係者の集まりの場で、またこういったことを想定した体制づくりというもの

を進めていかないといけないと思います。 

○７番（久田 高志議員）   

 分かりました。ぜひ、また一緒に何とか乗り越えていけるような体制づくりに頑

張っていきたいと思っております。 

 正直、このコロナウイルスの対策は、考えたらもう切りはないぐらいのことだと

思っております。やはりもう、それぞれがやはり注意をしながら、経済を回しなが

ら進んでいかないといけない。そういう時代だと思っております。 

 そういった中で、いずれにしてもなんですけれども、このコロナに関する不確か

な情報、うわさは病院でもう受診したその次の日ぐらいから「どこどこの誰々

が……」というぐらいまでうわさが出てくるわけです。もちろん、ＰＣＲ検査を受

けて、翌日ぐらいにその結果が分かるわけなんですけれども、これ大阪府知事が毎

日その検査数からその陽性の方、陰性の方、ツイッターで公表しております。その

辺も３町で連携して、要は検査があった時点で、その翌日に陰性かどうだったかぐ

らいは、何かＳＮＳ等を使って発信できないかなという思いもあります。その辺は

対応できないんでしょうか。 

○けんこう増進課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。 

 議員のおっしゃるとおりです。ＰＣＲ検査１件受けると、それ出たと、こういう

島ですので個人まで特定されて広がっております。また、徳之島では発生ないんで

すけど、発生したところでは患者さん本人もだし、そのご家族も非常にきつい思い
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をして、中には引っ越したという話も聞き及んでおります。 

 そこで、コロナ発生当初から保健所のほうに何とか、町名もいらない、徳之島保

健所管内から何件検査出して、結果どうだったと、陽性だったら当然発表しますの

で、陰性についても公表できないかというところで交渉してまいりました。 

 当初はできないという一言で済まされたんですが、今回、こうやって医療機関、

３町、消防機関というところで協議を重ねております。ぜひその中で今申し上げた

検査数、当然陽性はいいんですけども陰性者数、これを定期的に発表することが島

民の皆さんの安心にもつながると考えておりますので、ここはぜひ実現したいなと

思っておるところです。 

 また、先ほど農政課への質問の中で消毒というお話が出たんですが、実は天城町

のほうは先般、消毒の研修を行っております。防護服を着て、実際こういう動きを

しますということで。申し訳ないんですが、その時点で私たちが想定していたのは

町営の施設だったり、個人のおうちであったりお店であったりというところでの研

修会でした。もし、必要であれば牛舎に関しましても農政課と協議しまして、私た

ちが今防除、消毒体制に乗っかるものなのか何なのか、協議しながら対応していき

たいと思います。 

○７番（久田 高志議員）   

 分かりました。ぜひ、その検査等の情報は速やかに公表できるような体制づくり

に努めていただきたいと思います。何せ、このコロナは本当いつまで続くか分から

ない状況ですので、しっかりと注意をしながら経済を前に進めていくということを

要請しながら、次の質問に移りたいと思っております。 

 住宅建設について、高齢者向けの住宅の建設ができないかということで、１回目

の答弁で、やはり建設の推進は必要であるというふうな答弁をいただいております。 

 これ、私の質問の出し方がちょっとおかしかったのかどうかわかりませんけれど

も、どういった住宅、今後推進するという答弁ですので、どういった形でどういっ

た住宅をどういった場所につくっていきたい。そういったことがあれば答弁いただ

きたいと思います。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。高齢者向けという考えでよろしいでしょうか。 

 高齢者向け住宅、今現在町では、平成２１年度から建設をしております。令和元

年度まで合計８戸を建設をさせていただいております。本年度も１棟２戸を建設し

ていく予定にしております。合計５棟１０戸程度になります。 

 この現在入居中の方々ですが、夫婦世帯もあり、単独入居もあるということで、

平均年齢が７７歳前後という形でなっております。 
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 あとは、どういった方向でということなので、大きさは現在は１棟２戸、単独で

１戸が４０ｍ２ぐらいの木造で建築中であります。これを将来的にもう、高齢者が

増えていくという考えからしますと、１棟２戸の規模では足らないだろうというよ

うな考えもございます。 

 また、建設地においては、高齢者ということで移動手段にも限定されるというこ

ともあると思いますので、中央地区辺りに限定をして建築をしているところであり

ます。 

 将来的な分は、別に車も運転できるよという方もおると思うので、町全体にちょ

っと広げていってもいいのかなという考えもございますが、現在のところは中央地

区が中心になっているということであります。 

○７番（久田 高志議員）   

 そのとおりだと思います。高齢者が本当に求めていること、やはりその立地です。

買物に近い、医療機関に近いとなると、やはりもう、先ほども答弁でありましたけ

ど那須あたりの、那須Ｃとか下のほうの一番奥のほうです、あの近辺ぐらいが妥当

な場所ではないのかなと思っております。 

 そういった流れの中で、高齢者がさらに求めていることがあろうかと思います。

どういったことが必要なのか、何か考え、思い当たることがあればお尋ねしたいと

思います。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 議員の考えとは違うかもしれませんが、私は高齢者の住宅としてはもう構造的に

は平屋と、１階ということを考えておりまして、２階建てもつくれれば数的にも敷

地的にも余裕があるんですが、今現在つくっているのはもう平屋で進めている。 

 あとは、住宅の入り口等はスロープという状況も考えてつくっております。 

 住宅の中については、そこまで詳しくないんですが、手すり等そこら辺の配置も

考えているものと思っております。 

 私が考え得るのはそこら辺ですが。 

○７番（久田 高志議員）   

 まさにそのとおりであります。要は、便利のいい場所で、さらに不安を取り除け

る環境なんです。ここ最近も、住宅の中で何かちょっと不幸な話があったりも聞い

ております。亡くなられて、発見されるまでに日数を要したというお話も伺ってお

ります。 

 そういった流れの中で、安心を提供するためには、もう１棟２戸平屋とかいう思

いでなくて、思い切ってサービスつきの高齢者向け住宅、今サ高住と言うんですか。
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要は、この住宅制度ですと、ハード面で言えばもう面積が１部屋２５ｍ２以上必要

だと、いろんな基準がある中で、バリアフリー構造であること、そしてその中に

サービスとして絶対必要だというのが安否確認サービス、それと生活相談サービス。

要は、ちょっとした困ったこと、ちょっとしたことを相談できたりするようなこと

をサービスとして提供できる住宅。非常に需要が高いと思われます。今、この町内

からでも町外の有料老人ホームのほうに入居を希望されながら待機をされている方

もかなりいらっしゃいます。 

 そういった中で、これから今後高齢化が進んでいく中で、このサービスつきの高

齢者向け住宅は要保護世帯辺りも全て対象になってまいります。そこまでできると、

やはり社会福祉協議会、近くにあります。保健センター、近くにあります。いろい

ろなサービス、ケアが受けやすい住宅。要は、健常な高齢者、先ほどもありました

けど、要支援、要介護に認定されない方々、その高齢者の不安は正直１人で住んで

いて、もしかしたら物忘れも痴呆にもなるかもしれない。そういったときに、自分

がどこにいるかも分からない。普通なのかどうなのかも分からない、そういう判断

もできない。やはり、そういったことを踏まえて、要はそういった方々を利便性の

いいところ、そして集中させることによって見守りがしやすい体制。恐らく、かな

りの需要があると思います。 

 先日、社会福祉協議会の確認もいたしました。そういったことがあれば、例えば

指定管理とか委託を受けて、そういったサービスの提供ができるかと、まとまって

いるほうがやりやすい。そして、指定管理等々でするんであれば、徳洲会のほうも

話は聞きたいという回答をいただいております。ほかの団体でも、恐らく興味を示

していただけるんじゃないかなと思っております。 

 そういったところを思い切ってつくっていただきたい。そして、那須Ｃ、またそ

の下に関してもそうなんですけど、今、那須Ｃの住宅の北側、あそこにちょっとセ

メンを塗りつけて人間が歩けるような小さな道をつくっております。反対側、農協

さんの駐車場として使っておりますけれども、あの辺に、そこに建設するにあたり、

やはり道路の確保も必要じゃないのかなと。やはり、買物にも行きやすい、医療セ

ンターにも行きやすい、そしてその中に、少しした交流できるような場所。お茶を

飲んだりしながら会話ができるような場所。そういったところをセットでしていく

と、今の中央地区、防災センター近辺の機能がさらに発揮できると思っております。 

 事例で言いますと、そういったサービスつきの住宅を設置をして、診療所、訪問

介護ステーション、ヘルパーステーション、デイサービスセンター等々が併設でき

ればいいと、すばらしいサービスがつながるよねという、そういう国交省のうたい

文句でございます。あの場所がまさにこの場所だと思っておりますが、思い切って
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いけないでしょうか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 今、議員の思い、私も賛成であります。 

 今、那須Ａ団地のところに高齢者住宅、今年を入れますと４戸ほど密集してでき

ます。その前に広場がありますので、ちょっと休憩場みたいなのをつくりつけたら

どうかなという思い、ありました。 

 今、言うように一戸建ての中で休憩所なり、こういうサービスを受けられる場所

を併設した２５ｍ２程度の建物ということですが、事業では可能だと私は思ってお

ります。その中に、何戸建てにするのか、そこら辺の規模的な問題はありますけど

も、１０戸ないしそこら辺のまとめた考えです。そこら辺はできると考えておりま

す。 

 できれば、今、住宅の入居者の割合から言いますと、しっかりした数字ではない

んですが、恐らく３４０ぐらいある中の２０％ぐらいは高齢者といいますか、

６０歳以上になる方がおられるんではないかなという思いはあります。ですので、

この方たちの将来の移動とか、心配されています那須Ｃの、古い住宅の移動です。

そこら辺、考えれば、たかだか１戸当たり２５ｍ２ぐらいですので、その建築単価

もそこまで上がらないという考えでもありますので、ぜひ検討させていただきたい

と思います。 

○７番（久田 高志議員）   

 答弁としては非常にありがたいんですけれども、１０戸程度では全然数にならな

いんじゃないかなと思っております。 

 思い切って、エレベーターをつけるぐらいのある種の高層でもいいと思います。

やはり、そういったものに関して、国交省もいろいろと融資から補助金まで組んで

おります。令和２年度予算で２５０億ぐらいですか、２５０億の予算が組まれてお

ります。そういったところを少し活用しながら、もし行政が難しければ、例えば以

前ＢＧの手前の何でしたか……社会福祉協議会の所有のＢＧのところに施設があり

ますね。スパークの。そういった形式で導入することも可能ではあると思うんです。

ぜひ、あの立地を最大限生かしていただきたい。 

 町長の思い、ちょっと聞いてよろしいでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 ただいま、久田議員のお話を聞きながら、これからの高齢化という大きな流れの

中で、優れた有効なご提案かなと思っております。 
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 これまで、住宅と言いますと建設課だけの考え方の中で進めてきたわけでありま

すけども、またけんこう増進課、中にあります包括支援センター等々と、そういっ

た構想について何か意見交換し、何か方向性をまとめていくようなプロジェクト

チームみたいなのをつくって、またそれなりに、ある少しまとまった用地も必要か

なとか、今、思いながらお聞きしていたところですので、そこら辺を含めて、少し

構想をまとめるプロジェクトチーム、そういったもので検討させていただければと

思います。 

○７番（久田 高志議員）   

 ぜひ、国交省、すごく分かりやすくホームページにも掲載していますので、ぜひ

取り組んでいただいて、早いほうがいいですね、やはりこの町内にそういったとこ

ろがないという理由で町外に行ったり、島を離れたりする高齢の方々もいらっしゃ

いますので、ぜひ早めの建設がなされることを要請しながら、次の産業振興の質問

にうつっていきたいと思います。 

 １回目の答弁で、バイオマスの発電に関する提案を受けているところは、これは

相手方が来ているということであれなんですけれども、本町として、例えば何か今

までの制度の中でいろいろなサポート体制ができていて、どういったことができる

のか。そういったことをＰＲしていただければいいのかなと思いますが、いかがで

しょうか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 この企業誘致につきましては、まち・ひと・しごと総合戦略でも盛り込んであり

ますし、定住人口の確保、また雇用の創出という観点からそういった企業が天城町

に立地をしてくれたら非常にいいことだなというふうに考えております。 

 そういう中で、今、特段ＰＲということでありますが、今回、地方創生臨時交付

金を使いまして、与名間のバンガローですが、そこにＷｉ─Ｆｉを強化するという

ことで、このコロナ禍の中で企業、特に情報関連企業は地方とかテレワーク、あと

は地方へ行ってそういったワークオフィスなどを構えていました。今後、そのよう

な会社の流れも進んでくるということも期待しまして、本町においてもちょっと遅

ればせながらそのようなことに積極的に取り組んでいきたいというふうに考えてお

ります。 

 今回、先ほどの町長の答弁でありましたバイオマスの会社については、４月、

７月と本町に来て、こういったことが徳之島、できれば天城町でやりたいんだがと

いう提案を受けているということでございます。 

 そういう中で、条例等もしっかり見直して、また他の鹿児島県下の市町村のそれ
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ぞれの条例等もございますので、そこと比較して、多少は優位になるような条例改

正も行っていければというふうに考えております。 

○７番（久田 高志議員）   

 いろいろな、本当に情報合戦だと思います。つい最近、淡路島が派遣大手のパソ

ナ社の本社誘致に成功しておりました。そこまでとは行かなくても、やはりいろい

ろな情報を取りながらなんですが、そういったことを調べている間に１つ気になっ

たものを見つけました。鹿児島県が設置している「かごＪｏｂ」というウェブサイ

ト、見たことないでしょうか。これ、調べたら２種類あって、企業と移住と２つ、

かごＪｏｂというサイトでやっておりまして、首都圏から鹿児島県内に移住したり、

起業すると、２人以上の世帯の場合１００万円、単身者の場合で６０万円という制

度で、企業誘致といいますか、そういったサポートをされております。 

 その中で、ちょっとこれ質問からそれますけども、移住、定住という分野もござ

いまして、それがメインだったんですけれども、そこも同じように首都圏から、要

は鹿児島県内の市町村に移住をすることによって２人以上１００万円、単身者の場

合は６０万円。この中に、さらにもう１つ制度があって、移住の場合はこのかごＪ

ｏｂに登録している企業に就職をしないと、補助金の支給対象ではないというとこ

ろで、何社ぐらい登録しているのか、徳之島３町をちょっと調べてみました。天城

町は１社だけでした。普門会、天寿園です。徳之島町が、株式会社義村商店とあと

は南恵会です、その２社。やはり、こういったところも情報をもっと周知して、こ

のウェブサイトに町内の企業が登録することによって、首都圏からの企業誘致やら

移住、そういったところも進めていけると思っております。でき得れば、ここに乗

っかって、ちょこっと補助金に色をつけてあげるとか、そういったことをすればも

う少し効力を発揮するんじゃないのかなと思っております。 

 起業についても、もちろん質問がそっちなんですけれども、この移住についても

ぜひ参考にしていただきたいと思います。その辺の各企業への情報提供と、その起

業に対するちょっとした助成金の上乗せ、ＰＲがうまくできないか検討していただ

きたいんですがいかがでしょうか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 そのかごＪｏｂにつきましては、言葉だけではちょっと私も認識はしておりまし

た。議員がおっしゃるような中身については、全然詳しくなかったわけですけれど

も、そういった意味では今、天城町の中でそういった法人がそこに登録したら、こ

っちに来て、そういった１００万なり６０万が補助としてうけとれるということで

ありますので、ぜひまたこのかごＪｏｂも含めて、その企業誘致さらには移住とい
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う観点で、ぜひその仕組みというか、それを活用できるように取り組んでいきたい

と考えております。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午後 ２時００分 

─────────── 

再開 午後 ２時１０分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に続き会議を開きます。 

○７番（久田 高志議員）   

 ちょっと切れ味が悪いですが、産業振興については、また今後も頑張っていただ

いて、次の４項目め、水道事業に移りたいと思います。 

 １回目の答弁で７月１日からということでしたけど、実際断水したのが７月７日

夕方からだったと思います。７、８、９ですね。配管の破損ということで、私もこ

れ現場を行って見させていただきました。今後の対応として、管路の管理・点検の

徹底、補助事業の導入と言われておりますが、どういった補助事業なんでしょうか。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 現在、一応計画をしている段階でございまして、水道事業、水道管路耐震化等推

進事業という事業名でございます。 

○７番（久田 高志議員）   

 この断水時に、本当に状況の悪い、川を渡った山の斜面で、職員が本当に一生懸

命頑張っていたのはもちろん感謝をするところでございますが、これそもそも根本

的な問題があると思ったんですが、課長、何か気づかないでしょうか。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 現在、導水管につきましては、山肌を露出で布設している状況でございます。で

すから、その露出をしている部分を少なくして、道路部分に埋設できないかなとい

うことで、こういう災害時等があるときに多少でも事故を少なくするために、道路

部分に最短距離で載せるような形ができればいいかなと、私はそのように思ってお

ります。 

○７番（久田 高志議員）   

 そのとおりだと思います。水源地から浄水場までのこの導水管が要は１本なんで

すよね。だから、この１本が破損すると、復旧するまでに時間がかかる。その間、
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水は送られてこないわけですから断水につながると。今日、西阿木名もそういう状

況じゃないでしょうか。どっかで詰まって水が流れてこないという状況だと思いま

す。 

 こういったことを含めて、もちろん地中埋設大切だと思います。このＶＰ管、太

陽の熱等には非常に弱いと、劣化が早いので埋設したほうがいいということのよう

でございます。 

 そういった流れの中で、今の１本をしながら、もう１本バイパス的に入れていっ

て、どちらか１本は必ず使えるような、片方を補修しながら使えるようなことにつ

なげていかないと、この断水はちょっとひどかったですもんね。そういったところ

に関しての事業が組めるということでしょうか。あと、具体的な年限、数年が分か

ればいいんですけど。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 先ほど申し上げましたその事業に関しましては、今久田議員さんが言われました、

そういうのも考慮した形で検討してまいりたいと思っております。 

○７番（久田 高志議員）   

 課長、申し訳ないです。検討じゃなくて、１つのライフラインですので、昨日の

答弁でもございました、今後１０年間のハード事業等の事業計画、半年かけてつく

っていくということでございました。先ほど来出ている住宅建設の質問についても

そうなんですけれども、精度の高い計画を立てていただきたい。１０年後、この議

場に残っておられる職員、ぱっと見て数名しかいません。 

 よくいろんな計画を変更する、ローリング修正とか、そういう言葉をよく使うん

ですけれども、はっきり言って行き当たりばったりで、物事をどんどん変えていっ

ているわけですよ。そういったことがないように、我々も長期振興計画を見たり、

いろいろな住宅ビジョンを見てれば、何年度にはできるよと、そういう会話をする

わけですよ、町民の方々と。そしたら、住宅計画も変わっている、長期振興計画も

いつの間にか変わっている。 

 そういう計画じゃなくて、しっかりと、あれもやりたい、これもやりたいは分か

らないこともないんですけれども、着実にできていくもの、できていけるもの、予

算を勘案しながらですね。よっぽどの社会情勢の変化がない限りは、しっかりとし

た計画を立てていっていただきたい。 

 そういった流れの中で、検討を考えると言われましても、あれほどの断水が起き

ると、正直たまったもんじゃないですよ、我々も。多分職員なんかもっと大変です

よ。怒られるわけですからね。そこを何とか早めの対応はできないんでしょうか。
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埋めるのも時間かかるんであれば、もう１本、塩ビ管を通していくことぐらいは先

にできないんでしょうか。町長、その辺の判断いかがでしょうか、どう思いますか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 今回の断水につきましては、豪雨によりいきなり管路が壊れたということで、本

当に前触れもなくということで、地域の方々、生活用水、それからトイレの水、そ

ういったものの準備もない中で断水しました。そして、それが長期にわたったとい

うことで、地域の方々には大変なご迷惑をかけ、また、私自身もお叱りを受けたり

したところもございます。 

 そしてまた、現場も見させていただきました。それもこの道側じゃなくて、川を

渡って向こう側の山の斜面を管路が走っているということでありまして、大変な環

境の中で、また皆さん方改修したんだろうなと思っております。 

 そのようなことが今後起きないように、今議員のおっしゃっているような、そう

いうバイパスとか、そういったものがどうやったら工夫できるかどうか、そしてそ

れがどういう形でできるか等も検討しながらやっていきたいと思っています。 

 何か管の向こう側にある松の木が滑ってきて、その松の根っこがその管を割って、

そして今現在のその切った後の松は管のこっち側にあるということですので、ちょ

っとした山滑りといいますか、そういった状況だったのかなとかいうように思いな

がらですので、そういった関係の中で非常に不安定な水道というのはよくないと思

いますので、そこら辺しっかりと考えていきたいと思っております。 

○７番（久田 高志議員）   

 そういうことです。今のこの導水管、本当にぱっと見脆弱ですよ。もうパラシ

ュート１つで飛んでいるようなもんですからね。そのパラシュートが予備がないと

いうことなんです。その予備のルートはしっかりと確保していただきたいと思って

おります。課長、検討じゃなくて早急な対応をしていただきたいんです。 

 松原ばっかりじゃないんですよ、今日の西阿木名もそうですがね、詰まっている

わけですから、あれも１本しかないわけですからね。もう１本あれば、改修しなが

ら送水は可能なわけですよ。そういったところを、それほど、掘って埋めて何だか

んだといったら、それは相当予算もかかるでしょうけど、塩ビのパイプを買ってつ

なぐことは可能じゃないんでしょうかね、いかがですか。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 久田議員言われるように、管理のほうと相談して、早急に検討じゃない、実施し

たいと思います。 
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○７番（久田 高志議員）   

 安心いたしました。早急な対応をお願いしたいと思います。 

 あともう一点なんですけど、この断水に対して、高台については非常に弱い部分

がございます。貯水タンク、２千甬ぐらいですかね、ああいったものを少し手助け

をして、何か補助導入とかできないんでしょうかね。先に導水管の改修ができれば

問題ないんでしょうけれども、恐らく時間はかかると思っております。 

 そういった流れの中で、例えば全体的に浄水場の、松原で言えば第１、第２、あ

の辺りに大型のタンクを設置するのか、それとも個々に２千甬ぐらいのタンクを補

助してするのか、そういったことも一つの方法だと思いますが、そういったことも

併せて何か考えられないでしょうか。 

○水道課長（張本 康二君）   

 お答えいたします。 

 この間の７月６日からの断水に関しましては、水道課で持っておりますポリタン

クで各家庭に持って行ったり、５００甬のタンクで運んだり、消防自動車をお願い

して給水したり、そういう手段でやりましたが、取りに来れない方々もたくさんい

らっしゃいました。ですから、今久田議員が言われたみたいに、そういうのがあれ

ば、もしこういうとき事故があった場合、大変役に立つんじゃないかなと思います

ので、また事業等がないか調べさせていただきたいと思います。 

○７番（久田 高志議員）   

 ぜひ調べて、そして課長、思い切って企画財政課長のほうに予算要求もしてみて

ください。課長も断水の渦中で非常に困っていた本人でございますので、恐らく予

算についてはノーとは言わないと思っておりますので。ですよね、課長、一言お願

いします。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 水道については、本当にイの一番のライフラインかなと思っております。そうい

う中で早急な対処をするためにも、そういった臨時的な施設、そういったのの整備

も必要ではないかなというふうに考えますので、ぜひ予算要求してみてください。 

○７番（久田 高志議員）   

 すばらしい連携が取れたと思いますので、今後の水道事業が順調に断水なくでき

ることを祈念しながら、成人式の実施判断について質問を移っていきたいと思いま

す。 

 ちょっと厳しい言い方しますけど、想定どおりというか、こういった答えを出す

んだろうなと思っておりました。もう少し自主性を持っていただきたいですね。よ
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そが、周りが、誰がとかじゃなくて、天城町がするのかしないのかという質問です

からね。よそがしても、やらないならやらない、よそがやめても、やるんならやる。

そのぐらいの町の自主性は持っていただきたいと、それは最初言っておきます。 

 要は早急にと言いますけれども、実際このタイミングで質問を出す理由は、年明

け早々のことで、仕事をされている方は休みを調整したり、もし実施する場合です

よ、休みを調整したり、あるいは女の子たちは振り袖を借りたりとか、飛行機のチ

ケットの予約をしたりとか、様々な手続が進むわけですよ。 

 そういった流れの中で、ちなみにいつ頃までにこの早急な判断というのはされる

予定でしょうか。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 お答えいたします。 

 まず、この令和３年度成人式なんですけれども、令和３年１月２日土曜日を計画

しておりました。まず新成人、そして保護者の皆様には、ご心配をおかけしている

ところ、実施判断が遅れているところおわび申し上げたいと思います。 

 この成人式ですけれども、先ほどのご質問の中にもありました、収束が見られな

い、いろんな問題があります。それで、天城町成人式実行委員会というものがござ

います。例年だと、通常どおり教育委員会の職員で、主に成人式を実施するか判断

をして計画をしていたんですけれども、例年と今回コロナ禍の中で状況が非常に違

います。そこで、外部関係者の方とかも中に入っていただいて、できましたら９月

中には実施判断をしていきたいと思っております。 

○７番（久田 高志議員）   

 何かもっと残念になってきましたね。結局行政の判断だけではできないから、も

うはっきり言って責任逃れのために周りを入れて、みんなで判断したいという、そ

ういった答えに聞こえます。 

 皆さん、さっき新聞見ましたか。徳之島町実施すると言っていますよ。昨日の質

問で。天城町はどうされるんでしょうかね。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 教育委員会側の考えといたしましては、本当はお祝いをしてあげたいというのが

本音でございます。ただ、安全、命というものを考えたときに、成人式も一生に一

度、命も一つしかございません。そういったものを総合的に判断いたしまして、い

ろんな方の意見を聞いて、中止するのか、また来年度に延期するのか、いろんな方

と話を交えて決めたいと思っております。 

○７番（久田 高志議員）   

 せめて、９月いっぱいじゃなくて、日にちぐらい決めましょうよ、何月何日に発
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表するって。それだけお願いします。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 お答えいたします。 

 今日が９日ですので、９月２５日までには決めたいと思います。 

○７番（久田 高志議員）   

 それで間に合えばいいですけどね、間に合いますかね。ちまたのうわさも漏れて

いるんですよ、やらないと。やらない方向だといううわさが聞こえております。今

年のこの成人の子たちを来年一緒にするとかしないとか、そういう話をしていると

いう情報まで入ってきています。もう少ししっかりとした決断力を持って対応して

いかないと、結局他力本願じゃ余りよくないですよ。それだけは、９月２５日に可

否ははっきりするわけですね。大丈夫ですね。 

 ９月２５日にどういった答えが出るのか期待をしながら、今回の質問を終わりた

いと思います。お疲れさまでした。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、久田高志君の一般質問を終わります。 

 引き続いて、議席番号１０番、松山善太郎君の一般質問を許します。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 テレビを御覧の町民の皆様、こんにちは。台風一過、爽やかな秋風がという原稿

でありますが、あいにくの雨でございます。これも農政課長やら、うちの町長やら

人徳で、塩害を洗い流しているものではないかと、このように思っております。 

 午後のひととき、つつがなくお過ごしでしょうか。大きな被害が心配されました

が杞憂に終わり、町民各位ほっとされていることと思います。しかし、油断大敵と

申します。貴重な訓練をさせてもらったと考え、次に備えたいものであります。 

 ふだんでありますと、躍動するスポーツの秋でありますが、町民体育大会も中止、

各種競技大会もお盆も敬老会も、ほぼ全てが中止の模様でございます。この際、軽

やかに箸でも持って食欲の秋、灯火親しむ読書の秋などと、それぞれの趣味でくつ

ろぎたいものであります。 

 それでは、先般通告してあります、２項目６点について一般質問をさせていただ

きます。 

 １項目め、子育て支援について、そのうち１点目として、まち・ひと・しごと総

合戦略に書かれている子育て支援です。 

 ２点目、これもそこに載っております、出生祝い金の増額について。 

 ３点目、過去１０年ぐらい前から申し続けておりますが、なかなか物になりませ

ん。学校給食費、各種校納金、今回新しく制度化されました各種検定の補助金につ
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いて。 

 ４点目、奨学資金の増額・免除規定について。 

 ５点目、樟南第二高校・徳之島高校、これは主にバス通学です。徳之島高校の支

援について。 

 第２項目め、農業ビジョンについて。 

 以上、２項目６点について、明確かつ誠実な答弁をお願いして、壇上からの質問

を終わり、あとは自席からの質問といたします。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対して、答弁を求めます。森田町長。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、松山議員のご質問にお答えいたします。 

 まず１点目、子育て支援（少子化対策について）、その１、まち・ひと・しごと

総合戦略についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 子育て支援・少子化対策につきましては、第２次天城町まち・ひと・しごと創生

総合戦略において、基本目標として、子供に、家族に、地域に優しい子育てを実現

すると掲げ、取り組んでまいります。 

 結婚・妊娠・出産・子育てに関する様々な支援事業を展開し、積極的に少子化対

策に取り組んでまいりたいと考えております。 

 子育て支援策その２、出産祝い金の増額についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 出産祝い金の支給額につきましては、本町、第１子５万円、第２子１０万円、第

３子２０万円、第４子３０万円、第５子４０万円、第６子以降は５０万円を限度額

として、現在、祝い金を支給しております。 

 少子化対策及び定住人口の確保の観点からも、子育てしやすい環境、子育てしや

すい町ということで、一定の効果、評価があったものと考えておりますが、いずれ

にしましても、本町の喫緊の課題でありますので、支給額につきましては、いろん

な観点から考えながら検討してまいりたいと考えております。 

 ３点目の給食、校納金・検定補助等については、教育長のほうからお答えさせて

いただきます。４点目の奨学金も教育長のほうからお願いしたいと思います。 

 子育て支援（少子化対策について）その５、樟南第二高等学校・徳之島高校の支

援についてということで、樟南第二高等学校につきましては、町長部局のほうで対

応しておりますので、私のほうからお答えさせていただきます。 

 樟南第二高校につきましては、建築校舎に係る一部助成として、平成２７年度か
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ら１千６２０万円を毎年助成してきております。 

 また、徳之島高校につきましては、今年度から徳之島高校バス通学者支援事業補

助として、１６０万６千円を予算計上し支援しております。 

 今後、定住人口の確保、また少子化による学校存続の観点からも、さらなる支援

の方策も考えていく必要があるのではないかと考えております。 

 大きな項目２、農政について、農業ビジョンについてということでございます。 

 お答えいたします。 

 農業ビジョンにつきましては、６月定例議会でもお答えしたところでございます。

農業生産振興の指針・目標として、平成２２年３月には第１次、平成２８年３月に

は第２次を策定しました。現在、第３次の天城町農業ビジョンを策定中でございま

す。 

 前期ビジョンの実績等を踏まえ、引き続き農業生産額の目標を４５億円に設定し、

それの達成のためのビジョンを今年中に策定したいと考えております。 

 以上、松山議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 次に、子育て支援の少子化対策についての学校給食費、各種校納金・検定補助金

等についてと奨学資金について（増額・免除等）についての答弁を、春教育長に答

弁を求めます。 

○教育長（春 利正君）   

 松山議員のご質問、子育て支援（少子化対策について）、その３点目、学校給食

費、各種校納金・検定補助等についてのご質問にお答えをいたします。 

 学校教育法第１９条において、「経済的理由により、就学困難と認められる学齢

児童生徒の保護者に対しては、市町村は、必要な援助を与えなければならない」と

明記されております。 

 就学援助としましては、要保護、準要保護世帯に対して、給食費、学用品費等の

援助を行っております。 

 また、本年度より天城町学力向上検定補助金交付要綱を制定し、各種検定の受検

に係る検定料等ついて、経済的負担の軽減を図り、基礎学力の定着及び学習意欲の

向上を資するため、学力向上検定補助金を交付しているところでございます。 

 同じく、子育て支援について、その４点目、奨学資金について（増額・免除等）

というご質問にお答えをいたします。 

 奨学資金につきましては、天城町奨学資金、夢と希望の上原勇一郎奨学資金の運

用を行っているところです。 

 増額につきましては、平成２１年度に高等学校が月額１万５千円から２万円に、
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大学等が月額３万円から３万５千円に増額をしたところです。 

 免除につきましては、夢と希望の上原勇一郎奨学資金においては、天城町に３年

以上継続して居住し、選考委員会が決定したときに免除することとなっております。 

 今後は、人材育成や保護者の経済負担軽減をすることができるよう努めてまいり

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（武田 正光議員）   

 松山議員、質問を続行してください。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 それでは、最初のほう、まち・ひと・しごと総合戦略に書いてございます、結

婚・妊娠・出産・子育てに関する様々な支援を展開していきますと。 

 その中で、まずお聞きしたいのは、結婚の実現というのに入るんでしょうかね、

交流の場をつくるというのがございます。昨日、少しだけ昇議員のほうでも触れて

おりましたが、この交流の場をつくるというの、具体的にどのようなことをしてい

くのか、まずここら辺を答弁してください。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 以前の一般質問の中でも結婚問題が出まして、その後、そこでお答えいたしまし

たのが情報収集と、どういったものをしていくかという計画だったんですけれども、

その後、恋のキューピットという、男女共同参画課の県のほうに推薦するのがあり

まして、調べましたら、地女連さんのほうから、結婚相談のような担当がいらっし

ゃるということと、あとは、商工会の青年部のほうの結婚婚活イベントに昨年度、

話合いに参加させてもらいました。 

 その後はちょっと参加してないんですけれども、ちょうど連合青年団のほうで婚

活イベントの話合いも、６月に総会開いて、その中でも話をしていまして、気軽に

参加できるイベント、例えば気兼ねなく参加できるやつですね。そういったものを

やっていこうかということで、連合青年団のほうでも話を今進めているところです。 

 実際、コロナ関係で進んではいないんですが、来年１月には、その婚活関係が進

んでいるところも視察に行こうかとか、年間計画のほうに入れてもあります。今後、

イベントをつくっていきたいと思っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これは社会教育課が主導してやるわけですか。 

○社会教育課長（和田 智磯君）   

 もともと公民館結婚式というのありまして、全国の公民館で結婚式をしていた流

れで、そういったものも関係するかと思いまして、また、男女の交流の場というと
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ころでも、社会教育課も協力をしていきたいなと考えております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 今のはちょっと勘違いじゃないですか。公民館で結婚式をしたのは、たまたま結

婚式の場所がなかっただけです。それまでは、結婚式を大々的にやる習慣がなかっ

た。１号の私が言うんだから間違いない。そういう場所がなかったからあそこでや

った。また、大々的に百何十人も呼んで結婚式をする習慣がなかった。 

 あれは、青年団とか、社会教育とは全く関係がない、場所を借りただけ。そうい

ったのを取ってつけたような答弁をするから、さっきみたいに自主性がないと言わ

れるわけですよ。もうちょっとしっかり調べてから答弁はしてくださいよ。 

 これは余り当てにならんようですので、結婚支援の専門的人材による支援。この

専門的人材というのは、今から育てるのか、誰か教育委員会あたりから、企画財政

課あたりから誰かが回っていくのか、これについてお願いします。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 今松山議員の質問は、結婚コーディネーター等の人材育成招聘ということかと思

っております。これにつきましては、役場職員とか、地元の方で、それに適した人

材がいれば、そういった人たちにお願いをしていくということになろうかと思いま

すが。 

 今現在、東京のほうで、そういった結婚関係のお仕事をされている地元出身の方

もいらっしゃいます。私も数回お会いしたこともありまして、もし機会があれば、

そういったことも相談させてくださいということも話していますので、そういった

専門の方も招聘することもあるということでございます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 わざわざ専門的人材と書いてありますので、私、ほとんど片仮名使ってないんで

すよ、何するにしても。コーディネーターというのも意味は分かりますけどね、で

きれば、せっかく私が専門的人材と言っとるわけでありますので、東京のほうにい

らっしゃるとかね。 

 その東京の方は、島と言ったらちょっとまずいんですけどね、町内にいる誰と誰

をどういった方法で結びつけるというようなことを想定しているんですか。全く想

定してないわけではないでしょう。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 具体的なことは、これからまだ、具体的にまだ話はしておりません。ただ、先ほ

どは男女の交流の場をつくったり、またイベント的な婚活パーティー、こういった
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ものもあろうかと思っております。そういったイベントも必要ですが、いわゆる結

婚相談所的なものも必要じゃないかなと思っておりますので、その辺も含めて、今

後、そういう方に相談していくということでございます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これからするのも大いに結構ですよ。ですけど、これつくったの３月ですよね。

割と早くできたわけですね、これ。後で気がついたんですけど、８００万ほどかか

っているんじゃないですか、これをつくるのに。自分でつくってないもんだから、

できてからあれもする、これもするとなるんじゃないですか。自分でつくってれば、

ある程度のめどがあるからつくるだけであって、人のつくったのに合わせて、これ

からあれもやる、これもやる。 

 前回、若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえるというのが、大き

な項目ですよ、これは。これはほとんどゼロ回答だったんじゃないですか、１次の

ビジョンで。だから、もうちょっと性根を入れてやらんね。こういったところがつ

くってあるのに合わせて、あれもやる、これもやるといって、前の５年間、全くや

らんかったでしょう。そういうのがあるから、自主的にやっていったほうがいいよ

と。自分である程度は身を入れてつくったほうがいいよと。人がつくったのを読ん

でいるだけだから、まともに読んでもないような気がする。これは、これから大い

に頑張っていただきたいと思います。 

 １つ、２つ、ご自身方で考えたのがございます。在宅育児支援事業について、先

ほど町長が説明しておりました。３９０万ほど予算もついております。この対象者、

今のとこで何人ぐらい予定しているのかお願いします。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 今年度から実施しております在宅育児支援金交付事業となりますが、当初予算の

段階での人数になりますが、２歳児を４名、あと１歳児が１６名、ゼロ歳児が、今

もう既に生まれている子供が２０名、今年度に生まれる方が５２名という試算でし

ておりますが、新生児につきましては、対象が生後６か月ということになっており

ますので、人数では２６名という計算で、６６名という対象を予定しておりました。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 その今言った２歳児の４名というのが、この満３歳までというところに入るわけ

ですかね。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 ３歳未満ということに。 

○１０番（松山 善太郎議員）   
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 これは、予算上は６万ですよね。月５千円ですから。一応予算上は６５名という

ことになっていますね。こんなもんでしょうね。これは、こんだけ在宅がいるとい

うことですか。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 この金額を試算したのが今年の１月頃になりますが、この時点での試算ではこの

ぐらいを想定して、６６名ぐらいということを想定しております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 この想定書きになって、ここにこういう具合に書いてあります。対象者の把握は

どのようにしてするのかと。いわゆる在宅で保育をしている子供さんの把握はどの

ような方法で計算したんですか。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 生後６か月から３歳未満までの方の人数を出しまして、その時点で保育所にいる

人数、また幼稚園にいる人数等を差し引いた形で試算は出されているものと思って

おります。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 多分そのように念を入れてやったと思っております。その隣に、どのようにして

把握するのかというところに、住民票と保育所に在園している子供という具合に書

いてあります。多分そのようにやったものだろうと思っております。 

 これ今のとこは申請とか、そういうのはどうなっていますか。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 ９月８日現在の申請件数としましては１３件で、対象乳幼児が１４名ということ

になっております。ですので、４月から９月までということで、月５千円、１人当

たり３万円掛ける１４名で、今のところ、申請の段階では４２万円ということにな

っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 このお金を上げる支給の方法はどうするわけですか、振込ですか、それとも現金

とか、どうなりますか。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 要綱の中では、申請書というのがありまして、そこのほうに振込、振込先等も書

くようになっておりますので、振込で行う。基本、振込ということで行います。 
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○１０番（松山 善太郎議員）   

 それはそれで結構だと思います。 

 次行きますね。新婚さん応援生活補助金、これも予算措置がされておりますが、

これについて少し説明してもらえますか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 これにつきましては、結婚を機に天城町に定住を約束してくれる新婚さんに対し

て、その引っ越し費用、また家財道具等の購入費用が発生するかと思います。それ

の２分の１で、上限が１５万円を補助するというものでございます。今現在、支出

実績はございませんが、申請に向けての相談が２件ほどあるということでございま

す。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これは、今言った引っ越しということになりますと、都会から来るとか、町外か

ら来るとかいうとこを、だけを想定しているんですか。町内で結婚した場合は駄目

なんですか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 ３月議会でもその話が議論されました。これについては、町内もオーケーと言う

ことでございます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 今のところないというのは、町内で結婚している実績がないということでいいで

すかね。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 結婚の実績はありますが、まだ申請まで至っていないということです。先ほども

言いましたが、このような経費対象になりますかという問い合わせは２件ほどある

ということでございます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 結婚の実績は何件ですか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 申し訳ありません。実際に天城町で婚姻届を出された件数については、私のほう

で把握いたしておりません。 

○１０番（松山 善太郎議員）   
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 先ほど結婚しているというもんですから聞いているだけです。婚姻届が出ている

のがないということですか。くらし何とか課長、町内で婚姻届がないということで

すか。４、５、６、７、８、５か月間。 

○くらしと税務課長（岸 恭聖君）   

 お答えします。 

 結婚の届けの実績がないということではなくて、実績はあるんですが今手持ちの

資料がないということで。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 大体何件ぐらい。大体でいい。 

○くらしと税務課長（岸 恭聖君）   

 どうですかね、月１件程度はあると思うんですが。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 ちょっと横の連携、こういった制度があるわけですので、婚姻届が出たら企画に

すぐ連絡を取るとか、婚姻届出ましたよと、これからのシステムとしてはそんなに

分からんじゃ困りますよ。これからはなるべくすぐ連絡するように、婚姻届が来た

ら、そっちに。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 申し訳ございません。我々の担当のほうでは常にそのような届けがあれば知らせ

てくださいということも言っていますし、都度都度その婚姻届の提出の有無につい

ては確認しているところです。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 片っぽうはあると言うし、片っぽうはないと言うから、やはりそこら辺は連携を

取るようにしてください。 

 あと、これが一番よく分からんのですけど、子育てと仕事の両立を支援というの

があります、１１の指標のうち。あっちこっちを見ますと、国のほうでも県のほう

でもアンケートをとってみても、これ非常に大事なことみたいなんですが、両立の

支援というのは具体的にどのように支援するわけですか。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 子育てと仕事の両立の支援ということで今、長寿子育て課のほうで実施している

のは、放課後児童クラブ、あと、それと、保育所においての延長保育事業等が当た

るものと思っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 特段、取り立てていうようなほどのことではないわけですね。特別変わったこと
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をするのかなと思ったんですが、わざわざ書いてありますから。児童クラブと５時

以降の預かり保育を今のところ想定しているということでいいですね。それだけで

すか。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 今現在実施しているのがこの２つということで、またいろいろあれば課内でも検

討したいとは考えております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 例えば、役場にも若い子が何名か会計年度任用職員に入っています。彼女なんか

が子宝に恵まれて休んだとします。そのときの休業補償とかそういうのはどうなり

ます。休業補償みたいなもんです。例えば、正規の職員であれば、育児休暇みたい

なので休んだら給料が幾らかあるわけでしょ。あの子なんかもあるんですかねとい

うことですけど。 

○総務課長（祷 清次郎君）   

 会計年度制度に４月から移行しておりますが、その点につきましては必要なこと

だとは感じますが、今のところ正規職員とは異なっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これは、町長に今聞いてみたいんですが、これ、せっかく両立支援というんであ

れば、休んだ分、産前産後の３か月ぐらいは何らかの手当をしないと、支援をして

いることにはならないんじゃないですか、休むだけでは。何らかの手当を考えられ

ないもんですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 新しい年度からそういうような仕事との両立ということでありますので、今有給

休暇制度そういったものについては設定しておりますが、そのような結婚・妊娠・

出産そういったことまではまだ配慮しておりませんので、またしっかりと働いても

らうということ中では考えていきたいと思います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 偏見と言われようと何と言われようと、私はあんまり女性が働くのは好きじゃな

いんです。やはり家でちゃんと子宝に恵まれて３歳児ぐらいまでは子育てをしても

らうのが私は一応好きなんですがね、まあ、世の流れですので、そのようなことも

言っておられません。やはり、これを両立支援というんであれば、まあ、出産前後

の半年ぐらいは何らかの形で生活の糧を保証してあげないと、ただここに仕事の両

立支援だけじゃ何もなりませんよ。働いている人いっぱいいますから、お店にもい

れば、コンビニにもいらっしゃれば、どこそこいっぱいいますので、両立支援であ
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れば、そういった保証のないとこ、やはり保証してあげないと両立支援することに

はなりませんよ。これ一番悩みの種みたいです。この間休んだら給料がないという

のが。ひとつそこら辺も考えておいてください。 

 続いて行きます。 

 出生祝い金の増額についてなんですが、これ今、町長もいろんな観点から検討し

たいと、前も同じような答弁をもらっております。これ、条例ができたのがいつ頃

か、課長でも町長でも分かっていればお願いします。出生祝い金の条例のできた年

です。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 天城町の出産祝い金支給条例は、平成１２年度から施行されております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 くしくもこの条例が誕生してちょうど２０年なんです。もう一つ、私にとって面

白いのはちょうど私この年の４月に、そこに課長でいたような気がします。いろい

ろ最初からか覚えていませんが、これ、当時の吉岡町長さんと夜、夕方、お家にい

る時間帯、時間を合わせて一軒一軒回ったもんです。今よりも子供さんたくさんい

ました。その頃にやはり思いがありまして、子宝という。今、町長すでにやってい

るようなことじゃない、一軒一軒回って、おめでとうと、その子供を吉岡町長、子

供好きですので、当時の吉岡町長、子供を抱っこしながら中に入って、その赤ちゃ

んの懐にあげて一軒一軒回ったもんです。戸ノ木が多かったような気がします。ひ

ょっとしたら今の二十歳頃の子ですので、もらった子が大学あたりにでもいらっし

ゃるかもしれません。 

 まあ、そういったのはさておいて、町長、これはもうちょうど生まれて２０年、

ほかの町村も保育所の無償化やら給食費の免除やら、いろいろと子育てということ

で、私のとこはトップランナーでしたが、だんだんいろんな面で追いつかれつつあ

ります。だけど、この出生祝い金だけは、私のとこに今かなうとこはないような気

がします。これ、やはり後続と差を広げるためにも値上げは考えられんもんですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えします。 

 実は、平成２３年に、それまでは第１子、２子はお祝い金なかったんです。第

３子以降が５万円だけで終わりだったです。それから２３年以降、第１子、２子に

ついて５万円、第３子以降１０万円となっております。 

 そして今、現行が平成２９年４月１日から５万、１０万、２０万、そして最高額

が５０万というところであります。平成２９年で今まだ３年目というところの中で、
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これについてまた、まだこれが長いのか短いのかというところもあるんですけども、

これの中で今考えさせていただきたいということであります。 

 私もやっぱりいろんな天城町の外から天城町は子育てしやすい環境ですよって、

自画自賛じゃなくて、外の方がそのように言っていただいていること対しては非常

に名誉というか誉れに感じております。そこら辺をまたしっかりと出産祝い金の中

で考えていければいいなと思っております。じゃあ、来年４月から上げますという

ところについてはもうちょっと検討させていただきたいというふうに思います。 

 また、いろんな昨日から議論されておりますが、出生数が、子供の誕生が人口減

っている中で、それなりの出生数をキープしているということについては、やはり

私たちの取り組んでいる方向は余り間違っていないんではないかなというふうに私

は認識しているとこです。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 この先般、いつでしたか、久田議員のほうからだったと思いますが、保育料をた

だにしたときに２千９００万から去年令和元年度辺りは３千５００万までになって

いる、無償化の分が。今年の当初では、これが１千５００万辺りになっている。そ

れはなぜかといったら、国の制度に乗っかった分があるからです。こういった分の

２千万はほかのとこに回さずに子育てに回しなさいよと、まあ、回っている分もあ

ります、今言った新婚、新婚さんじゃないです、在宅育児の支援事業とか、ここら

辺も回っていますけど、それでもやはり１千５００万辺り残っていますので、そこ

ら辺をやはりそこを回すという考えでもいいんじゃないですか。 

 町長、こういったこともおっしゃっています、過疎債のソフトでやっていたと、

この分が国の制度に乗っかる分がそのまま過疎債のソフトで残るから、それで考慮

すると、そのときも考慮、その次も考慮、今日も考慮じゃちょっと困るんですけど、

じゃあ、最後に一つだけ行きましょう。 

 ただし書がありますが、ただし何とかというの、これは、長寿子育て課の課長、

気がついていますか。町長、気がついていますか。今の出生祝い金のお金を上げる、

今言った５万、１０万、２０万、３０万、４０万のその条文です。 

○長寿子育て課長（森田 博二君）   

 条例の第３条の第３号かと思います。ただし、第６子以降については支援額

５０万円を限度額とするということで、この解釈につきましては第７子、８子等が

生まれたとしても５０万円というふうにということで、ただし書になっているもの

かと解釈しております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 ここ、この条例を提案したときにも、私非常にこの文言にこだわっております。
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まず限度額です。子宝に恵まれてお子さんがお生まれになる、５人まで、６人まで

で限度額とすると、何となく違和感を感じるんです。考えようによっては、取りよ

うによっては、もうそれじゃこのままでいいよと限度というのはそういったことで

すので、この限度額を外してもらえませんかと、このときも相談している。限度額

というのは外してもらえませんか、この限度額。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 昨日から議論になっています日本全国の合計特殊出生率が１．０３でしたか、そ

の中でやっぱり長寿子宝の島の中で第６子、第７子というのは本当にすばらしいこ

とだというふうに思っております。ここらについても、分かりましたというわけ、

私としてはこういうことについては、大いに賛成なところもありますので、ここに

ついてはまた令和３年度の予算編成また条例の改正等が必要でありますので、そこ

ら辺についてはまた検討して、そのまた議会のほうに相談させていただきたいと思

います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 町長、そんなに考えるほどのことでもない。このときにこういったことを言う以

上は、６人の方何名いますかと、７人が何名いますかと、それもちゃんと聞いてい

る。この当時２８年の条例改正の時点で、お子さん６名の方が９人いらっしゃった、

７名の方が１人、この年にめでたく９人目が誕生した方がお一人おらっしゃいます、

お近くに。それ以降、今、去年も第５子、６子はゼロです。今年の見込みが第５子

が１人、第６子はゼロ、もちろんその後、７、８もないわけです、第６子以降です

から、今年の予算でゼロです。恐らく来年以降も例えこれを取っ払ったからといっ

て、町長、何か勘違いしているんじゃないんですか。５０万もらう子が６０万にな

るだけですよ。５０万が７０万に、それはもう８子でいいんですから、今はもうほ

とんど可能性はないと思います。 

 ですから、私が言っているのは限度額というのが気に入らない。せめて、限度額

という言葉だけでも変えてください。やはり、これ以上もらえないでいいですよみ

たいに私は感じる。言葉というのはそういうもんですので、自分なんか厄介なんか

なと７人目、８人目は、町は迷惑なのかなと、まあ、私であればそうも取りかねま

せんので、このただし書だけはぜひ、ただし書は取っても何の実害といったらおか

しいんですけど、町が負担をすることは当分はないです。去年もない、今年は５人

が１人いますけど、これ、次、来年、再来年、もう一人６子を生んでも５０万です、

６子までは。そのさらに３年後もう一人生んで、これが６０万になるだけですので、

全くお金が増えるようなことはありませんので、気にしないでぜひ。値上げをした
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らできれば値上げをするよということになれば、１０万ずつ上積みしたらどうねと、

上積みしたら１０万が２０万になる、２０万が３０万になる、ちょうど倍になりま

す。今の６００万が１千２００万になる。この６００万自体が怪しい数字ですけど、

まあ、去年の例から言いますと、５００万が１千万になる。ちょうど倍になる。

１０万が２０万、２０万が３０万、１０万ずつ増えていったら、ここも計算しまし

た。 

 ここも計算して、そんなに２千万、保育所から余ってきて、そこで町の単独で子

育てに４００万ぐらい回しても、この分がそこにこの分のお金ですよと言ってある

わけじゃないですから、お金に名前書いてありませんから、あんまり無茶は言いま

せんけど、過疎債のソフトを回すと言った手前考えてもらいたいと思います。 

 少し休憩お願いできますか。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午後 ３時１４分 

─────────── 

再開 午後 ３時２５分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 出生祝い金のところで最後ですが、先ほど町長が言いましたが、町長、お忙しい

のは分かります。月に三、四人ですので、１か月に一遍ぐらいは、産まれた子供の

ところを訪問して、おめでとうございますと。絶対、町長のためにもなるし、喜ば

れますよ。ぜひ、暇をつくって、そういう具合にして、赤ちゃんの手でも握っても

らえればいいと思う。ほとんど、１０件のうちの８件、９件は記念写真を撮ってく

れますよ。ぜひ写真を撮らせてと。これはまた、そんなに悪いことではないから、

そこをお願いしたいのですが。 

○町長（森田 弘光君）   

 その出産祝い金の支給の仕方について、また工夫をさせていただきたいと思いま

す。ただ、天城町がこういう子育て支援をしているんだということを、保健セン

ターなり役場で支給するということについては、ある意味、マスコミの力というの

もありますので、そんなにパフォーマンスする必要はないじゃないかという意見も

あるでしょうけれども、やはりマスコミの力をお借りして、天城町のやっているこ

とを広くＰＲする、そういったことも必要かなということもありますので、そこら

辺については、もう少し考えさせてください。 
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○１０番（松山 善太郎議員）   

 給食費はどうも無理なような気がしないでもないのですが、大まかでいいです、

小学校の児童の数と中学校の生徒の数、何名ですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 令和２年度現在、小学校３４０名、中学校１６０名となっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 となりますと、小学校が大体、給食費３万、中学校が３万４千円ですので、

５４０万あたりと１千５百何十万ぐらい。町長、子供の払っている給食費が今の計

算でいけば１千５００万ちょっとぐらいなんです。扶助費で子供に返す分がありま

すけれども、これは幾らですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 小学校が約９６万、中学校で６６万となっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これで１６０万は給食費の分からなくなるといったらおかしいですけれども、な

くなるわけですよね。あと残るのが１千４００万ぐらい残ります。これが実質の保

護者の給食費の負担分です。町長、これ全額、町で持ってというのは、私のところ、

高校生まで医療費もただになっていますし、保育料やら先ほど言った出生祝い金や

ら、いろいろあるわけですが、給食費は半額でも免除にしたら、これはまた町長が

言うように目立つ、天城町やるねということになるんですが、この保護者の負担分

の１千４００万を何とか考慮できんもんですか。これは町長がいいですね。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 小学校で実質９４０万ぐらい、中学校のほうで５００万で、合わせて１千

４５０万円前後の給食費を親御さんが納付しているということであります。そうい

う中で、子供たちがしっかりと育っていく、また学校で育っていくということ等を

含めて、これが１千５００万、全額無償化ということについては、これからまた財

政との検討もありますけれども、何らかの形で支援するということについて、少し

検討させていただきたいと思います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 教育長に次はお尋ねします。学級費として各学校で児童生徒から集めているお金

がありますが、これが学校によって、あるいは学年によって、かなり差があるんで

すが、これはどういったことですか。 
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○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 今、ご指摘の学校差、それによってはどのような教材を使っているのか、そうい

うところが大きな違いではないかなと。それと学級費、学級で消耗品として使う額

の差、あるいはＰＴＡ会費については、そう変わらないだろうと思っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 その学級費が、教育長、今私が言っていますが、学年によって、学校によって、

例えば同じ６年生を見た場合に、学級費が８千円という学校があります。１万７千

円という学校もあるわけです。学級費が倍以上なんです。ここを、どうしてこうい

うのが出るのかと。１年生を見ますと、６千５００円と１万というのがあります。

保護者が分からないからいいようなものの、各学校の親御さんが分かったら、何で

私のところはそんなに高いのかということになります。これを聞いています。どう

してこうなるのかと。もうちょっと分かりやすく説明してもらえますか。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 大きな違いというのは、恐らく、この報告によりますと、教材費の違いがあるの

ではないかと思っております。全ての学校において、同じような教材を使っている

ものもあるでしょうし、学校によって違った教材を使っているのもあるのではない

かと思っています。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 思いますじゃ困るわけです。学校から副教材の使用願、こういうのが校長決済を

経て教育委員会に上がってきますね。教育委員会がそれでいいですよと印鑑を押し

て、初めて副教材が買えるんじゃないですか。だから、そう思いますじゃなくて、

実際にどうしてこうなっているのと。聞くということを前で言っています、学級費

に差がある、どういった理由かと。そこら辺はちゃんと調べておかないと、中学校

はもっと学級費が違いますよ。ある学校は３万１千円だ、ある学校は１万３千

５００円。やはり近接でも、ある学校の中学校１年生は３万、ある学校は１万９千

２００円だ。このように、差があり過ぎるから聞いているんです。これはなぜかと。

例えば、２冊買っているとか、３冊買っているとか、そういうのがあるのかどうか。

同じ英語のドリルを買うのに、そんなに金額が違うわけじゃないと思います。だか

ら、ひょっとしたら、言葉は悪いんですけど、宿題用に１冊とか、学校で授業に使

うのに１冊とか、こういうのをちゃんとチェックしていますかということを聞きた

いんですが。どういったもんですか。 

○教育長（春 利正君）   
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 お答えいたします。 

 今、松山議員がおっしゃるとおり、学校から使用教材を教育委員会に申請してま

いります。それを私たちは決済をして学校で使用するようになっております。中で

は、同じ教科であってもテストとか、同じ教材でほかの会社の問題集を利用したり、

そういうのが、今、報告に上がっておりますので、そういったところで学校差があ

るのではないか。小規模校におきましては、先生方がプリントを作成して、子供た

ちに学習をさせたり、そういうことも差があるのではないかなと思っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 教育長、今、小規模校と言いますけれども、例えば北中が８０名ぐらいいますか。

ここは、今、教育長が言っている小規模校じゃないわけですよね。今どき、ドリル

１つ買って、ちょっと変えて、パタパタと打って、それをコピーすれば、それは複

写していることにならんわけです。だから、やり方によっては買わなくてもいいん

です。２クラスも３クラスもあるわけじゃない。今、各学校、全部１クラスです。

１クラス分のドリルを作るのに、こんなことを言ったら学校の先生に怒られそうで

すけど、ちょっと頑張れば、私はこんなのを買わんでもできると思います。ドリル

を作るぐらいは、今どきパソコンの時代ですから。そのために各学校の先生方にパ

ソコンも１台ずつ買ってあげているんじゃないですか。そこら辺は教育委員会でも

うちょっとしっかりチェックして、ちょっと買い過ぎじゃないの、親御さんはたま

らんよ、３万も。おまけに給食費も３万でしょう。これで６万だ。あとＰＴＡ会費

は２千４００円だから安いですよね。学校によっては、６万も７万も……。今から

修学旅行にも触れますけど、修学旅行の個人負担も１万とか２万とかとっている学

校があるそうです。そうなると、ここまで来ると、義務教育は無償じゃないわけだ。

私が言っているのは子育てには金がかかる。それも学校に金がかかるというのが、

保護者、若いお父さん、お母さんの声なんです。だから学校に払うお金をどうして

抑えるかというのを、今から奨学資金も取り上げますけれども、学校の教育に一番

金がかかる。だから二人も三人も子供を産みたくない。そういった声があるもので

すから、こういったところを何とかできないかということです。もう一回お願いし

ます。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 今、松山議員さんがおっしゃるとおり、私たちも保護者の負担軽減ということを

第一に考えております。やはり子供たちの学力向上については、先生方も一生懸命

取り組んでおりますので、自作のプリントとか、そういうのを作成していただきな

がら、各学校の差がないように、これからきちんと指導をしていきたいと考えてお
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ります。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 本件はこれで終わりますけれども、教科書は全部一緒なんです。学校、学年は全

部教科書は一緒なんです。だったら、副読本も一緒にできるんじゃないのと、こう

言ったら、学校によっては学力に差があると。子供たちによって。担任の考え方も

あると。簡単な副読本を使いたがる先生と、より難しいのを使って子供に無理をさ

せようという先生もいる。だからちょっとは差があると。これはちょっとの差では

ありませんから。ここら辺をもう一回考えて、できれば中間あたりでして、特別勉

強してもらいたい子には、先生が特別にプリントを作ってあげるとか、そこら辺は

何とか工夫できると思いますので、ひとつ、この学級費については、もうちょっと

教育委員会あたりで、先生の中の年代がどうしていたかということを思い出してほ

しいです。ガリ版で切って印刷していました。そういうふうにやれということでは

ありません。少しは汗をかかんと、市販のやつを買って、宿題をやってきなさい、

隣同士答え合わせをしなさい。これじゃあ勉強とは言えないと思います。 

 次に行きたいと思います。検定の補助についてですけれども、実施方法はどうす

るのですか。どのようにして検定を実施するのか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 今年度より検定のほうを実施させていただいております。１学期につきましては、

私どもの知識と従来の形で各学校で実施させていただきました。２学期につきまし

ては、教育委員会主体として日程を設定し、実施していきたいと考えております。

今現在、各学校へ案内等をさせていただいているところです。 

 一旦戻りますけれども、１学期の実績としましては、漢字検定が中学校で４名、

英語検定が中学校で１５名受験しているようです。数学はありません。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 小学校はやらなかったんですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 １学期につきましては、各学校のほうにお願いしておりましたので、小学校では

実施がありません。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 その学校にお願いをするというのは、学校にお願いをするのであれば、もうちょ

っと数が増えるんじゃないですか。違いますか。これは４名というのの内訳を教え

てもらえますか。どこの学校が何名というの。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   
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 お答えします。 

 漢字検定につきましては、北中学校のみ実施となっております。英語検定につき

ましては、天城中学校８名、北中学校４名、西阿木名中学校３名となっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これをわざわざ取り上げたのは、今までにない、いい試みなんです。だけど、こ

ういった実施方法に必ず問題が出ると思った。西阿木名３名といったら、ほぼ全員

ですよね。北中４名といったら、七十何名のうちの４名ですか。漢字検定なんかは

北中だけ４名というのは、それは教育委員会のやり方がまずいとしか言えませんよ。

もうちょっと学校でやるのであれば、全員参加でできるんじゃないですか。級に違

いはあれ、２回ぐらいに分けて、上級と下に分けてやるとか。やり方をもうちょっ

と工夫しないと、これじゃあやったことになりませんよ。中学生何名いますか、先

ほど１６０ぐらいいると言いましたね。そのうちの４名、英語検定が１６０うちの

１５名。これじゃあ宝の持ち腐れです。何にもならない。こういったこともあるん

じゃないかと思って、わざわざ取り上げたんです。今後どうしますか。学校でやり

ますか。教育委員会でやりますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 ２学期以降は教育委員会主体として実施してまいります。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 教育委員会でするとなると、どういった方法を取るんですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 今現在、学校のほうに案内を出しまして、募集をかけます。それで各検定につき

ましては、英検、漢検、数検等、会場設定、それから日程の設定等を実施して、今

後行っていきたいと思います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これは学校でやったほうがいいと思いますよ。先生方はかなり無理をしますけど、

それは普段の教育委員会と学校のつながり、連携、要は信頼関係です。教育委員会

が学校の先生の中に、もってるかという一つのバロメーターにもなります。私はこ

れは学校でしないと、子供は来ないと思います。初めから、もうちょっと学校と連

携をとって、先生方にやってもらう、こういったことじゃないかなと思って、私は

自分の子供に電話をして、わざわざ聞きました。学校でやったほうが無難じゃない

のと。授業の中でも、たった１時間だから、授業の中でも何とかやりくりしたらで

きるはずよと、こういった話だったんですが、教育委員会で募集を取って、集めて



－146－   

やる。その生徒はどうやって会場まで来るのか。西阿木名から与名間から。そこら

辺も考えないと、学校にいる間に学校の中でやるように、ひたすら先生方にお願い

して、子供のために、たった３年だから、もう定年でいく先生は、あと半年だから

我慢して何とか助けてもらえませんかと。これぐらいして、学校でしないと、私は

物にならんと思います。これは実施時期はこちらの都合でいつでもできるものです

か。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 実施時期につきましては、英検、漢検、数検と、これは協会のほうからの日程等

がありますので、この日程に合わせての実施になります。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 ということは、こちらから要請して１０月にやりたいと言っても、向こうが実施

日は決めるということでいいですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 これは年間を通じて日程が決まっておりますので、第１回、第２回、第３回とか、

数検、漢検におきましても、そういう日程が決まっておりますので、その日程に申

込みをして実施させていただくことになります。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 実施時期が分かりますか。何月というのが。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 英検に関しましては、２学期は１０月３日、そして３学期になりますと１月

２３日とか日程が決まっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 年に何回ですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 英検に関しましては年６回です。各学期、１次と２次試験等もありますので、

１次が１学期に２回、２次試験が１回。２学期に関しましても１次が２回、２次が

１回、３学期も同じような形になります。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これは漢字検定も数学の検定も大体同じような方法と考えていいわけですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   
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 お答えします。 

 漢検に関しましても年３回、数検に関しましては年間１６回、今年度はある予定

です。数学に関しましては級がありますので。私の手持ちの資料では年１６回にな

っています。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 じゃあ英検だけを見たら１０月、すぐですよね。次は１月にある。もうあと２回

しかない。だから１０月３日に間に合わないと１月しかないということになる。こ

こら辺のやり方を、学校も大変忙しいとは思いますけれども、何とか学校にお願い

するしかないと思いますよ。皆さんが学校に案内をする。学校が生徒に出す。先生

がそれを見て、またこっちに持ってくる。こっちでまとめて、次は協会に申請をす

る。その手順をするよりは、学校に任せて、極端に言えば、こちらはお金だけ出す。

先生方にもそれなりにちゃんとした報酬でも何でも与える。そうしないとうまくい

かんと思います。だからそこら辺を、私はぜひ学校でいいと思います。やり方がこ

うであれば、もう聞いてもしょうがないんですけど、検定料金はどんなものですか。

小学校、中学校。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 検定料金は、英検に関しましては２級から５級までありまして、５千５００円か

ら２千円、各級で金額が違っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 小学校、中学校、いろいろあるんじゃないの。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 これは検定の級によって金額が違っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 上から下まで幾らか。真ん中でいいよ。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 英検は３級が３千９００円となっております。漢検につきましては５級で２千円

となっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 金額的には１００名受けて３９万ですね。テキストというのはどのくらいします

か。問題集みたいなのです。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 ２千円から３千円の間だと思います。 
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○１０番（松山 善太郎議員）   

 中学校も小学校も、大体そんなものですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 はい。級によってのテキストの代金です。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 残念ながら、これはシマスポーツにありました。小学校は安いのが千円です。中

学校は高いので１千５００円ぐらいでした。シマスポーツにあるのですよ。豊島課

長はどこのを見ているのか分かりませんが、そんなもんでした。これを生徒全部が、

中学生も全部が受けるものとしても１００万円ぐらいですけれども、全員が受ける

ものとして、テキストは予算措置がしてありますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 予算措置としましては、当初で７７万円を計上させていただいております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 今、私が言ったのは、小学校は、このテキストだけで大体１００万ぐらいかかる

のではないですか。私は全員受けるものとして想定していましたから、そちらは初

めから全員受けるとは想定していないんだ。ここら辺の違いですよ。学力向上でや

れば、全員一緒に、同じチャンスを与えるようにしないと、希望する子だけ受ける

のであれば、別に無理する必要はない。セミナーに来る子供だけ受けさせるという

方法もありますが、それではまずいから、底上げ、全部で仲良く行きましょうだか

ら、学校でやったほうがいいんじゃないのと。私は当然学校でやるものだと思って

いました。ここら辺も、もう一回検討してみてください。私は絶対に学校でやるほ

うがいいと思うんですけど。 

 あと、こんなことを聞いてもしょうがなくなってきましたが、第４条に、級を取

得できなかった場合、落ちた場合、別の級を受験する場合は同一年度内で補助対象

とすると。例えば６級に落ちたとします。試験が複数回ありますから、もう一回、

６級を受けるのは不可と書いてある。これはどういったことですか。補助を出さな

いよと。別の級を受験する場合は同一年度内で補助対象とすると。逆に言うと、同

じ級を受ける場合は同一年度内で補助対象としないということなんだ。だから、落

ちたからもう一回同じ級を受けても補助の対象にしませんよということになってい

る。私の取り方が悪いのか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 すみません、言葉を私のほうがしっかり認識していない部分がありました。しっ

かりと読み砕いて、後ほど説明させていただきたいと思います。 
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○１０番（松山 善太郎議員）   

 取得できなかった場合も、再度受験しても補助対象とすると、そういう具合にし

ないと、１回落ちたら、その級は受けれませんよと。上か下を受ける場合に対象と

するということですので、６級を落ちたからといって７級を受けるのもしゃくに障

るでしょう。６級を取れんかったのが５級を受けるというのも無理な話でしょう。

ここら辺のやり方をもうちょっとちゃんと見てほしいと思う。 

 続いてです。修学旅行の個人負担があるやに聞いていますが、そこら辺を把握し

ていますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 修学旅行につきましては、小中学校個人負担があります。詳細の金額を今、手元

に持っておりませんので、後ほど報告させていただきます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これは１万とか２万とか。かなりの額ですか。 

 この修学旅行というのは、僻地修学旅行の補助制度があって、基準金額はあるわ

けですか。幾らまでを限度とするという。小学校で幾ら、中学校で幾らという。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 その基準額につきましても、すみません、手元に今資料がありませんので、後ほ

ど報告させていただきます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 後ほどじゃあ、これも個人負担をなくすようにできませんかという話ですので。

高校生あたりになると、経済的な負担で修学旅行を取りやめている子もいるぐらい

です。さすがに小学校、中学校でそこまではないと思うけど、なきにしもあらずで

すので。 

 町長、ここら辺は全員行くのが基本原則なんです。個人負担が、今言ったように、

１万も２万もあると言っている。それでやめた子が一度ぐらいいるということを聞

いた。だから、こういうのは考えてあげたほうがいいと思います。幾ら個人負担し

ているか分からないので、ひょっとしたら学校によってばらつきもあるかも分かり

ませんので、今年は修学旅行が、後からまだ出るそうですが、どうなるかは分かり

ませんが、せめて修学旅行ぐらいは個人負担がないように、１万、２万ですので、

各学校、小学校であれば６分の１の人数です。中学校にしても３分の１の人数です

から、そんなに大した人数ではない。ここら辺は、思い切って教育委員会で予算措

置をして、何とかしてあげたほうがいいと思います。 

 続いて、奨学資金についていきます。前々から条例、規則を見直すといっている。
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２年ぐらい前にも、基田課長はすぐやるようなことを言った。教育委員会でも諮っ

ている。教育委員会でもすぐやりなさいということが決定されている。一向に進ん

でいないような気がするのですが、教育長、どうですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 この金額につきましては、貸付け選定委員会等で話題に上がっております。その

後の改定につきましては、実際、改定には至っていないところです。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 教育長、私が今言った、条例と規則を見直すように、課長が変わるたびに言って

いる。それを教育委員会でもやりなさいとなっている。どうなっているのかという

ことです。 

○教育長（春 利正君）   

 お答えいたします。 

 今、おっしゃるとおり、規則の見直しをしてある部分もありますし、それをまだ

新しく変えていない面もあります。今、奨学金の選定委員のメンバーも変わってい

るようですけれども、それも改定されていないという状況で、今、取り組んでいる

ところであります。早急に改定をしていきたいと思っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 教育長、早急にじゃなくて、２年ぐらい前、基田課長が来てすぐ、教育委員会の

会合でも取り上げている。そんなのがあれば見直すべきじゃないのかと。条例なん

か規則では、まだ第二鹿児島商工高等学校となっている。お金、奨学資金は校長先

生が取って、校長先生が生徒に配るようなシステムになっている。じゃあ大学生は

どうするのかという話。短大生はどうするのかという話。だからそこら辺を早く見

直しなさいよと、条例違反も規則違反も甚だしいよと、何回も言っているけど、課

長が変わるたびにやると言っている。豊島課長、できますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 私のほうで責任を持って行います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 分かりました。 

 それと、その条例の中で一つだけ注意をしておきます。３年で借りたお金を、上

原さんのお金は３０万が３年以内、１００万が９年以内で返しなさいとなっている。

大学の場合、１００万、９年以内ですから、結構大きいんです。毎年１２万ずつ返

す。３年以内もそうですね。３０万借りたら６万、１２万、１２万で返す。次が計

算が合わない。これも計算間違いであったと思う。返すときに１回目が６万になっ
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ている。６万返して９４万になったら、あと８で割れない。１３０万もそうです。

最初に６万返しなさいとなっている。１３０万から６万を引いたら１２４万残る。

１年目に６万返したら、あと１１年で１２４万返す。これも１１では割り切れない。

ここら辺も、こういった条例をつくるときは、最初幾ら返して、あとはせいぜい

５千円単位、年間これだけで返す。だから月賦は無理にしても、半年でも返してい

いですよと。半年払いでもいいですよとか、そういうのもきっちりつくってくださ

い。そうしないと、返す人が難儀です。 

 あと１つ、貸し出した人の台帳みたいなものはありますか。お金が返ってきたら、

何年何月何日に幾ら入ってきた、あと残金が幾らという、個人個人の台帳みたいな

ものはちゃんとありますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 これにつきましては、詳細をしっかりして管理しております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 それも１回ぐらい見てみたいものですね。どのようにしているか。 

 直近の基金の残高を教えてください。町ので結構です。上原さんのは引き算した

ら分かりそうですので。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 育英資金につきまして、残高が１千４８６万７千６４０円となっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 返還のほうも割と順調にいっているわけですね。上原奨学資金のほうは、２千万

ぐらい残っているということでいいですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 約２千万円残が残っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 今年、令和２年は、去年のとおりいくのであれば、去年が１千６９０万、その前

が１千５００万、その前が１千６６０万ですので、今年貸したらなくなるんですけ

ど、後の手だては考えていますか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 今現在、償還も始まっておりますけれども、来年度、貸付け等をさせていただく

と基金残高が不足するものと思われます。このことにつきましては、速やかに検討

をさせていただきたいと思います。 
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○１０番（松山 善太郎議員）   

 町長、今、お聞きになったとおりであります。最初借りたのが８人ですので、最

初は返すのが年間６万です。翌年から１２万です。６万で８人返しても、全員が返

すものとして４８万。その次の年は１５人ですので、これもぼちぼち返済が始まる。

１５人全部が返すものとしても、１２万の１５人ですので１８０万。約２００万し

か返らない。あと２千万しか余裕がない。この金、１千７００万貸したら、

４００万、５００万しかお金が残らない。この後はどうなさるおつもりですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 実は松山議員から質問がありまして、ここら辺の詳細を知って、今、数字を見て、

大変苦慮しているところです。お話のように、そろそろ一番最初に借りた方々の返

還が始まってくるんですけど、当然、これは分割でいきますので、これまでのよう

な流れでいけば、来年の３月に貸付けをしたら、あとは３００万しか残らないとい

うことになってきました。ここら辺については、悩ましく、これから考えていかな

いといけません。ただ、これは上原勇一郎氏のご浄財でありますので、これをどう

やって、またこれから将来的に運用していくかということについては、もう少し知

恵を絞らせていただきたいと思います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 急がないと、もう令和２年度も９月になりましたから、ぼちぼち来月あたりにな

ると、学校に通ったという子供が出てきて、申込みがどんどん来るんじゃないです

か。そうしたら２年度で出したら、３年度は貸すお金がないということになるわけ

です。そういったことがないように、ひとつ手を打ってもらいたいと思います。 

 さっき言った本体の条例、上原さんの条例のところの貸付けの年間の金額、こう

いったことで貸しますよと、そこら辺も条例をもう一回見直してください。こうな

ると、上原さんのほうが先であって、町の基金を増額して、本当は２万を３万ぐら

いに、３万５千円を５万ぐらいにというようなお願いをするつもりだったんですが、

言い出せなくなりました。基金がないからどうしようもないんです。基金をまず何

とかするように工夫してください。いいですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 育英奨学金につきましては、去年だったでしょうか、９９０万積み増しをして運

用をしているところであります。今の状況でいけば、何とかやっていけると思って

おります。ただ、今現在、焦げつきといいますか、滞納されている方、満期が来て

も焦げついている方が５００万ちょっとあるということでありますので、そこら辺

の資金の回収については、またお願いをしていくということであります。 
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 そういう中で、子供たちが上級の学校に行きたいけど、なかなか難しいというと

ころなどを、先ほどの修学旅行のお話ではないんですけど、やはり子供たちが上級

の学校に行きたいという希望は、しっかりかなえてあげる、そういった体制をつく

っていければと思っております。今、条例の中では金額的なものもありますので、

豊島課長が私の責任で条例も改正しますということをおっしゃっていますので、そ

こら辺まで、私たちのほうに要求していただければ、その中で考えてみたいと思っ

ております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 ぜひここら辺は運用に間違いがないように。私が議員になってちょっとしたころ、

町の奨学資金の貸付けが止まっていたんです。なぜかといったら金がないと。条例

がある以上は、金がないから貸さないというのはおかしいよと。ですので、まさか

そういったことにはならないとは思いますけど、そう言ったらいかんのですけど、

そのころと役場職員の質が違いますので、そういったことはないと思いますけど、

念には念を入れておいてください。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 失礼しました。私が先ほど回答した言葉に誤りがありました。条例等は議会の皆

様の承認を得て、規則等は上司である町長の承認を得て改正、その原案をつくらせ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 頑張ってください。 

 では、徳之島高校のバスの支援にいきたいと思います。これは今、何名ぐらいが

利用していますか。まず人数からいきたいと思います。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 現在、徳之島高校、天城町内からの在学生数、１年生１０名、２年生７名、３年

生７名、計２４名です。今回、申請のあった生徒数は２名です。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 この２名というのは１年生ですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 １年生と認識しております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 多分、単車の免許が取れない学年なのかなと思ったんです。これは定期券ですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   
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 バスの定期券、あと回数券も少し含まれているものと思います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 購入証明書交付申請書というのがありますね。これの中に定期と回数券と書かれ

ているんじゃないですか。この証明書は教育委員会で交付することになっています

よ。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 規則と要綱に従いまして事務を進めさせていただいております。現在１学期で、

各学期ごとで交付申請という形を取っておりますので、その途中の段階のお子さん

の分もあるので、実際、今、バスの定期券という分で領収書等を添付を１名はして、

支払いをしているところです。この流れにつきましては、要綱に従いまして、学校

長を通じての処理をさせてもらっております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 これも多分そういったことになっているだろうと思ったら、案の定そうなってい

ましたね。学校を経由するように。これは学校はすんなり受けてくれたんですか。

学校では余分な事務でしょう。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 私もそう思いまして、初め、お話をさせていただいたときに、大変学校の負担に

なるのではないかと思って、話を持っていきました。３町、同じような形を取って

いるということで、学校のほうが快く申請等の事務をやるということで受け止めて

います。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 バスを利用する生徒さんはこんなもんですか。これだけの数であれば料金も分か

るんじゃないですか。たった２名であれば。１か月、幾らと幾らですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 

 今、１名につきましては５万３千５００円の補助をさせてもらっております。こ

れは４月から７月の定期券と認識しております。２分の１以内の補助としておりま

す。もう１名につきましては、今、申請処理中です。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 大騒ぎした割には、あまりいないんですね。１学期で５万３千円であれば、単純

に３倍しても１５万。２人だから３０万。そんなものなんですかね。安心するやら

拍子抜けするやらです。先生方にはくれぐれもお願いをして、スムーズにいくよう
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にしてもらいたいと思います。 

 樟南高校のバスの運行形態はどうなっているか聞いたことはないですか。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 樟南高校の運行につきましては、私のほうで情報を収集していません。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 何らかの形で、もし保護者が負担しているのであれば、少しは考えるべき余地も、

校舎の補助金を出しているからといって、それは保護者とあまり関係ないと思いま

すので、もし保護者が負担しているのであれば、これは調べて、何らかの対応をす

べきことではないでしょうか。 

 次に、もう１つだけ、前回から大久町長がお辞めになる前、最後の議会のとき、

樟南高校の寮、学校の校則に寄宿舎という文言がありますので、寄宿舎という呼び

方に変えたのですが、これが一度、校長先生と話したときに、ぜひ必要だと。女子

寮が学校ができたときの実習室か何かを改修しているみたいです。非常に建物が悪

いと。寮があれば非常に助かる、生徒の募集もしやすいと。造らんのと言ったら、

とてもじゃないが、校舎でさえも造れんのにというお話だったのですが。これは町

長、話されたことはないですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 今、地域に根差した学校ということ、そしてまた樟南第二高等学校も生徒数が非

常に少なくなってきているということ、その中で島外からの生徒の希望が多いんだ

けど、実際、こちらの学校のほうに来て、見たりしたら、なかなか二の足を踏んで

いるということなどを聞いておりました。そのために、校長先生そして教頭先生と

私と総務課長、企画課長を含めて、これまで語ってみました。そういう中で、そう

いう子供たちがたくさんいるんだが、なかなか今、自前では難しいなということが

ありまして、もし可能であれば、例えば町のほうで造っていただいて、家賃という

か、そういったものをしっかりと、高い値段ではなくても、町のほうなりにいただ

くとか、そういった形なども含めて考えてみようということでした。何とかして、

町のほうで町営住宅じゃないですけど、そういう寮を造って、できるだけ樟南高校

のほうで学ぶ子供たちを多くしたいという思いがございます。そういう中で、企画

財政課のほうで、今、窓口になって、地方創生とか、いろんな事業がありますので、

そこら辺に乗っけられないかということで、今、考えているところですけど、なか

なかうまく食いつくのがないんですけど、先ほどの過疎債とかというお話もありま

したけど、そういった形ででも支援していければなというふうに私は考えておると

ころであります。 
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○１０番（松山 善太郎議員）   

 新聞等を見ますと、古仁屋高校が先行していますね。県の庁舎を払い下げて改修

して８名入っているというのを、最近、新聞で見ました。与論が同じようなことを

やっていて、与論は、私のところは今年から一歩、さっき言いましたけど、島外か

ら来る子供に奨学資金を貸している。これもひょっとしたら与論に来たら免除規定

なんかがあるんじゃないでしょうか。そういうことをしています。北高も最近、学

校存続ということで応援団を組織しましたね。私は考えが浅いもので、古仁屋と北

高がなくなったら、ここに子供が来ると思ったのですが、敵もさる者です。両方と

も必死になっていますね。ですから、私たちもできれば条件をよくして、子供にこ

こに来て住んでもらうように、ひょっとしたら、ここで就職するかもわかりません

し、今言ったように地方創生にもつながるのではないかと思います。どんなもので

すか。財務のほうでも答弁してもらえますか。 

○企画財政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 先ほど町長からの答弁もありましたとおり、４月２４日に校長先生と教頭先生と

町サイドで協議をしたところでございました。樟南二高としましても、生徒獲得に

向けて新たな取組として硬式野球部の創設、こういったものも考えていきたいとい

う話もございましたし、学校存続であったり、また学生を増やすということに対し

ては非常に積極的だなというふうに感じたところでございます。 

 そういう中で、先ほどありました与論高校の寮ですが、本来であれば、コロナ関

係がなかったら、直接行って、いろいろ話を伺ってきたかったところですが、条例

等を入手しております。こういったものを参考にしながら、また、新聞紙上には建

設費が１億２千万ということで書いてございました。今、樟南二高の教頭先生とは、

どれぐらいの定員の規模の寮を造るかとか、あと敷地等について、どの辺が妥当か

という話をしたり、そういった話を詰めていこうということにしております。来年

早々にできるかどうか分かりませんが、そういったところを樟南二高側としっかり

詰めていって、町長がさっきおっしゃいましたように、町でどうにか整備して、そ

れを貸し出すという方向が取れないかというのを、これからしっかりともんでいき

たいと思っております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 もう一つだけです。条例さえつくれば、バス賃が補助できるわけですよね。町出

身の高校生の英検の受験料とか、そういう補助は考えられませんか。高校生です。 

○教委総務課長（豊島 靖広君）   

 お答えします。 
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 大変貴重なご意見ありがとうございます。今後検討させていただきます。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 樟南高校が英検の２級を取ったら、外国旅行を褒美にあげていましたけど、今年

はコロナで無理でしょうね。私たちが外国旅行まであげるのはちょっとと思います

ので、もうちょっと違う面で、英検の試験とか、数検とかの受験料を……。高校は

義務教育でないからといえばそれだけですけど、多少は無理をしてバス賃を補助し

ているわけですので、そこら辺はバス賃よりは、言い方は乱暴ですけれども、見栄

えはいいんじゃないですか。 

 あと、農業ビジョンが残りましたが、秒読みになりましたので、一つ、二つだけ、

前の１次に理念というのがありまして、あれをこの前、ちょっと触れましたので、

農政課長は見ていると思うのですが、こういった理念みたいなもの、ユイとか、お

互いにこうあろうと、数字的なものではなくて精神的な結びつき、頑張るための柱

みたいなもの、こういうのを考えるつもりはありませんか。１次にはあったんです

けど、２次で消えているんです。お願いします。 

○農政課長（山田 悦和君）   

 お答えいたします。 

 今、議員のほうからありましたように、質問を受けて、議員のほうからも話を伺

いました。第１次の農業ビジョンの中で、農業の将来像ということで第３章のほう

にございます。そこの中にはユイの農業ということで理念をユイ、振興手段をツー

リズムとして将来像を描いたということで、農業の目標として数値目標を設定して

展開する農業生産、生産を実現させる加工販売体制の構築、高齢者農業のあり方、

地産地消を基本とする消費者との連携、資源循環による環境保全型農業、こういっ

たことを柱に、１次のほうはビジョンを作成しております。２次の農業ビジョンの

中では、農業の将来像というところが全体的に溶け込んだような形になっておりま

すが、また第３次を今、作成するに当たりまして、こういう現在の農業体系、農業

者を取り巻く年齢層であったり、機械化であったり、そういった環境等を考慮しな

がら、こういうビジョンを作成していきたいと考えております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 町長、今のユイの農業と、あと一つです。この際、あまり慌てずに、農業ビジョ

ンを、あと３か月、４か月したら年度が終わりますので、思い切って令和３年から

実施ということで。令和２年は、もうつくっても日にちがありませんから。令和

３年実施という形で、今の理念とか、そういったのを入れて、ばたばたするのでは

なくて、もうちょっと重みのあるものに、１年、完全に先延ばしにしたらどういっ

たもんですか。 
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○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 昨日来、議論されておりました、来年は町政施行６０周年という節目の年でもあ

ります。また、かつて私たちに強烈なイメージを訴えた大分県の大山町というとこ

ろがあって、梅栗を植えてハワイへ行こうということで、一村一品運動というもの

を展開し、日本全国に有名になった、そういった農業理念、そして計画もあったと

思っております。 

 私としては、そういう全農家、全町民が一つの目標に向かって進もうという、そ

のような共同理念というのをしっかり打ち出して、それに向かって進むということ

が、天城町の農業の力であり、大きな底力を発揮するものだと思っております。そ

のような形で、山田課長にはしっかりとした農業ビジョンというものをつくってい

ただきたいと、そのように考えております。 

○１０番（松山 善太郎議員）   

 いろいろ申し上げてまいりましたが、この農業ビジョンというのは、今、町長が

言ったように、３分の１の方が農業に何らかの形で携わっております。ここを理念

という、お互いの結びつき、農業の町内における位置づけ、ここら辺をしっかり見

据えた上で、私は役場の中だけじゃなくて、今回に限り、今言ったように、町政施

行６０周年、農業ビジョンという形でもいいんじゃないですか。そういったために

も、１年先送りにしても別におかしくはないと思うんです。コロナもあったことで

すし。そこら辺もぜひ検討していただくように要請をして、いろいろ申し上げまし

たが、金のかかることばかりで申し訳なく思っております。どうかまたご理解のほ

どよろしくお願いいたしまして、時間を超過しましたが申し訳ありません。一般質

問を終わります。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、松山善太郎君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 明日は午前１０時から開会いたします。本日はこれで散会します。 

散会 午後 ４時３０分 
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